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センター長挨拶 

 

⾼⼤接続研究開発センターセンター⻑ 

教授 佐藤 健⼆ 

 

東京⼤学では、2015 年 10 ⽉に「東京⼤学ビジョン 2020」を公表し、「卓越性」と「多様
性」を基本理念として掲げています。本ビジョンでは、構成員の多様性を活⼒として卓越性
を実現し、そこからさらに知の多様性を豊かなものにしていく、ダイナミックな「卓越性と
多様性の相互連環」が⽬指されています。東京⼤学の⼊学試験は、その⽬標達成の⼀環とし
て、多様に優れた学⽣を選抜する重要な役割を担っています。また、その⼊学試験は、東京
⼤学がどのような学びを⼤事にしているかを⾼校⽣や⾼等学校などに伝えるメッセージと
いう意味合いも持っています。⾼⼤接続研究開発センターは、東京⼤学の⼊学試験をさらに
改善・改⾰していくための研究開発を⾏い、あわせて⾼等学校と⼤学教育との連携を推進す
る⽬的で「東京⼤学ビジョン 2020」の公表から 1 年後の 2016 年 10 ⽉に設⽴されました。 

「⼊試企画部⾨」は、⼊試企画ということを軸といたしまして、⾼⼤接続や連携にかかわ
る研究の実施および、⾼校関係者（保護者、⽣徒、学校関係者）への広報等をになっており、
本センターの重要な⼀部となっております。本報告書は、⼊試企画部⾨における本年度の研
究の成果を収めたものです。昨年度より、研究成果のうち、公開できる部分については広く
研究知⾒を共有していくことを⽬指し、公開版を作成することといたしました。本年度は、
新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を⼤きく受けました。当センターでは、⾼⼤連携の視
点に⽴ち、休校中に公⽴⾼校と連携してオンラインでの授業実践を展開するなど、状況に応
じた研究を展開しております。また、⼤学⼊試改⾰の⽅向性とも⼀致した新たな教育⽬標実
現のための評価のあり⽅を模索した研究や、学校現場の教員と協同し、新たな教育⽬標の学
校現場での実現を⽬指した研究など、本年度は 3 つの研究を収めております。 

本センターは、⾼⼤接続というまさに今⽇的な課題に取り組むため、学内の様々な部署と
の連携・協⼒関係を築き、研究を進めていこうとするセンターです。ただし、まだ活動は緒
についたばかりであり、課題は⼭積しております。是⾮今後とも各⽅⾯からの皆様のご⽀
援、ご指導をよろしくお願いいたします。 

2021 年 3 ⽉ 



本報告書について 

 

⾼⼤接続研究開発センター⼊試企画部⾨ 

准教授 植阪友理 

 

本報告書は、⾼⼤接続研究開発センター⼊試企画部⾨の 2020 年度の研究成果のうち、
学内外に公開できる内容をまとめたものとなります。今回は３つの研究を収めておりま
す。第１章では、新型コロナウイルス感染症拡⼤の中で、公⽴⾼校と連携して実施したオ
ンラインの授業実践について報告しています。新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響をう
けて休校になった学校現場では、多くの⽣徒が⾃ら学ぶ必要性に直⾯しました。⾃ら学ぶ
ということに焦点を当て、学校現場の教員とともに新たな授業実践を作り出し、オンライ
ンによって実施した研究は、まさに⾼⼤連携の⼀事例であると考えております。また、第
２章では、⼤学⼊試改⾰や新教育課程が⽬指す教育⽬標の実現に向けた新たな評価のあり
⽅を検討しています。⽇々の学校現場において、深い学びはどのように評価されうるの
か、またそうした評価を、教員はどのように受け⽌めるのかについて検討しています。第
３章では、新教育課程が⽬指す深い学びを、いかにして現場の教員と共有するのか、さら
にそのことによって⽣徒にはどのような変化が⽣じるのかを検討した研究を紹介していま
す。中学校教員との実践事例ではありますが、⾼校における実践にもつながる重要な視点
を含んでいると考えております。 

なお、本報告は、研究成果をセンター内で共有した際の⾳源や、シンポジウムの⾳源を元
に作成しております。このため、すべて⼝語調となっておりますが、ご理解いただけますと
幸いです。 

いずれも、まだまだこれからという研究ですが、今年度の研究成果として、ここまでの進
捗を報告させていただくものです。ご⾼覧いただき、忌憚のないご意⾒をいただけますと幸
いです。 

 

2021 年 3 ⽉ 
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本章は、2020 年５月２日に行われたシンポジウムをもとに作成されています。 
 

第１章 

こんな時代だからこそ、自学自習を支援する 

―公立高校での『オンライン学習法講座』の試み― 

 

植阪友理 1・内田奈緒 1・佐宗駿 1・柴里実 1・太田絵梨子 1・劉夢思 1・坂口卓也 2・水野木綿 2 

・冨田真永 2 

1:東京大学・2:静岡県立静岡西高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.問題意識 

 まずは問題意識についてです（Slide 1）。ご存じの

とおり、2020 年 3 月 2 日から全国の小学校、中学校、

高校が休校になりました。私自身も小学 2 年生の娘

がいます。特に 3 月に急に休校になったときは、ほ

とんどインフォメーションがなく、ただ休みという

情報だけが流れて、子どもたちには自由な時間が与

えられました。私の娘は小学 2 年生なのである程度

親が関わる年齢ですが、多くの小学校、中学校、高

校の子どもたちは、自学自習が求められる状況にな

りました。 

 

 

 

 子どもたちの中には、自分で勉強するというイメ

ージがないために、つらい状況に陥る子も少なくあ

りませんでした。そのような声は、私の娘からも、

周りの人たちからも、お付き合いのある学校の先生

からも聞こえてきました。要するに、何を学ぶかと
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いうことを自分で一から考える必要が発生してきて

いるのです。もちろん学校から課題は出ています。

ただ、その課題はドリル的なものが多く、それだけ

で自分の勉強時間が埋まってしまったとしたら、内

容的には少ないけれども子どもはつらいという状態

になってしまいます。 

 そこで、子どもが自分で自分の学習全体を計画す

ることが必要になってきています。しかし、一体何

をしたらいいのか分からないので悩むことになりま

す。今まで勉強というと、授業を聞いて問題を解く

ということしか行ってこなかった子も多いので、問

題を解く以外に何をするのか、習っていないところ

はどうするのかということが分からないという現実

があるように思います。 

 2020 年の 4 月以降、5 月の連休前から、学校の先

生方が準備をして課題を出すということが徐々に始

まりました。しかし、そこにもそれなりに問題があ

ると感じました。いきなり休校になってしまった 3

月はともかく、4 月から始まった休校期間に何かを

やらせなければということで課題を出すのですが、

何の課題を出すのか、どのように与えるのかという

ことで悩みが大きいように感じます。 

 ある知人の私立に通うお嬢さんは、オンライン授

業が始まりました。同学年の公立のお子さんは何も

課題がなかったので「うらやましい」と言っていま

したが、そのお嬢さんは「つら過ぎるので早く学校

に行きたい」と言っていました。なぜそんなにつら

いのかというと、かなり重たい課題なのだそうです。

動画や文章が送られてきて、先生に教えてもらえな

い状態で、何時までに課題を提出せよと言われるの

で、とても大変だそうです。オンラインという名の

下でさまざまなことが行われていますが、それは必

ずしも子どもにとって学びが深まった状態になって

いないのではないかと感じています。 

 そのお嬢さんは、配信を受けて自分でできる教科

もあるけれども、「教科書の何ページから何ページを

読んでこの問題を解いてくるように」という非常に

難しい問題が出て、「お母さん、3 時半までにできな

いよ」と訴えたら、お母さんが「貸しなさい。私が

やる」と言って、3 時半までに間に合わせたという

笑い話すらあります。彼女はそれぐらい必死に問題

を解いて提出したいと思っているのですが、それが

できないということがあります。このように子ども

も困っていますが、先生方も、オンライン環境で何

をするかというのはかなり悩まれているのだろうと

感じました。今回はいわば非常事態ですが、この先、

同じようなことが起こらないとは限りません。また、

新型コロナウイルス感染症拡大が、長丁場になるこ

とも考えて、このあたりの在り方について考えなけ

ればならないと感じました。 

 そこで、われわれ心理学者、また現在の植阪研（旧

市川研を多く含む）メンバーは長年認知カウンセリ

ングを行ってきたので、その視点から何か考えられ

ないかと思いました（Slide 2）。私たちは長く学習法

支援を行ってきましたので、そういう視点から考え

ると、自学自習を何らかの形で支援していくという

発想も大事なのではないかと考えました。 

 

 授業がないことを前提に自分で学習する自学自習

支援は、心理学的に見ても十分には検討されていな

いと思います。自学自習というと、授業を前提にど

のように家庭学習を実施するかという話や、ICT 教

材をこちらでたくさん用意して、それを子どもがど

う自分で消化するかという研究が多いです。考えて

みると、教材を自分で決めて、それにどう取り組む

かも自分で決めるというのは、ある種、究極の自己

調整学習であり、自立した学習者に求められること
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であって、それ全体を支援していくという発想は今

まであまりなかったと思います。 

 そのようなことから、コロナ禍でしばらく学校に

行けない中で、オンラインを使った自学自習支援と

いう形で、勉強方法を教える学習法講座を企画した

いという思いをメンバーの間で持つようになりまし

た。そして、日常的に LINE などでコミュニケーシ

ョンを取っていた静岡県の公立高校と近況報告をす

る中で、ぜひと言っていただき、実践をさせていた

だくことになりました。 

 

2.今日の議題 

 本日の報告は、自学自習支援とオンライン学習の

例ということで、1 回目の話題提供というスタンス

です（Slide 3）。私としては、本日紹介する講座だけ

で十分と思っているわけではありません。単発でオ

ンラインによる自学自習支援を行ったからといって、

子どもの学習は変わりません。そんなに子どもの学

習法の問題は甘くありません。従って、これは一つ

のきっかけにすぎず、学校の先生の働き掛けとどう

組み合わせていくかということがとても大きな問題

だと思っています。 

 

 子どもの多くは、内容を学ぶことには非常に慣れ

ていますが、学習の方法を学ぶことにはあまり意識

が行っていません。そこで、学習のやり方を学ぶ機

会を設け、それを経験してみるという一つの例とし

て、今回、講座を開講しました。 

 私たちがこの講座を行うと、「うちでもやってくだ

さい」という話があるかもしれませんが、私はこれ

を皆さんに出前授業で行いたいわけではありません。

この講座は手間がかかりますし、学校現場で運用す

るには少し難しい運営の仕方をしています。例えば、

第 1 回では様子が知りたいので、かなりの人数のフ

ァシリテーターをサブグループに入れています。全

体で 7 人ぐらいです。毎回、学校の先生 7 人に協力

してもらうのは難しいですし、こちらで毎回いろい

ろな学校に 7 人を動員するのも難しいです。従って、

この講座は、オンラインを活用した自学自習支援を

私が紹介し、先生方に知ってもらうという一つの例

にすぎません。 

 今までの実践でも、私たちの提案を受けて、先生

方が「うちではこういう形でできます」と受け止め

て、広げてくださいました。私たちは、投げたボー

ルを先生方がどのような形で受け取り、どのように

返してくださるのか知りたいと思います。私たちが

持ち込むというより、私たちの発想を受けて先生方

が面白いことを考え、広げてくださったことをまた

学ばせていただき、私たちも進んでいくということ

を想定しています。 

 この実践が自学自習の全部ではありません。自学

自習を支援するということは、トータルを支援する

ことになりますが、今回は特に以下の二つのことに

着目しています。一つは、英単語の学習です。例え

ば、私の娘では「漢字を覚えてきなさい」という宿

題がよく出ますが、これを一人でどうこなすかとい

うことには個人差があります。ひたすら丸暗記する

と面白くなく、なかなか定着もしません。覚えると

いうことは、英語だけではなくさまざまな学習で発

生するので、そのような課題に取り組むときの個人

差を少しでも埋めて、共通する学び方を学んでもら

うということです。 

 もう一つは、教科書と失敗を活用することです。

4 月に 1 回登校した子は多いのではないかと思いま

す。そのため、子どもたちは、教科書はかろうじて

持っています。しかし、教科書を開いて自学に使っ

ている子はほとんどいないのではないかと思います。
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教科書を自分なりに読み、完璧ではなくもいいので

理解して勉強するということができていれば、今後

授業が始まったときのスムーズなスタートに必ずつ

ながると思います。従って、「教科書をお宝にする」

という名前の講座を実施しています。また、失敗を

活用することも大切です。学力が高い子は、間違い

の理由を考えるなど、失敗をうまく活用し、学びに

つなげています。そこで、「失敗をお宝にする」とい

う名前の講座も実施しています。 

 ただ、これで全部だとは思っていません。例えば、

自分で何種類かの課題から、今日はこの部分が多い

からこれを多めにやるというように、自分でバラン

スを取ることもあると思います。私は休校中、娘と

家で 1 日 45 分×3 セットの学習をしていました。ほ

っておくと、どうしても自分ができるものばかりを

選びがちです。ですが、1 日 3 食を炭水化物も肉も

野菜もバランス良く食べるのと同じ感覚で、勉強も

バランス良くできるように自分で選ぶという活動は

大事です。ただ、まだ手が付けられていません。そ

れ以外にもできることはいくらでもあるので、これ

が全部だと思っているわけではないですが、少なく

とも今まで行われてきたことに新たな発想を加える

という意味で、一つの例として受け取っていただけ

ればと思います。 

 本日は、私たちが今の時期に子どもにできる一つ

の例として自学自習支援を提案しますが、それ以外

にもいろいろあるかもしれません。自学自習支援の

中身にもいろいろあると思います。そういうことが

少し議論できればと思います（Slide 4）。 

 

 また、自学自習が必要なのは非常時だけではあり

ません。普段の学習で自学自習が支援されておらず、

コロナ禍でその弱さが露呈しました。ということは、

コロナが収束したら自学自習の支援は要らないとい

う話ではなく、平時から意識して支援しておくこと

が必要だったのだと思います。そのことに気付いた

ことをきっかけに、私たちは子どもたちにどのよう

な支援ができるかということを、最初の取っ掛かり

としてお話しできればと思います。 
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「Zoom オンライン授業動画の保存・編集について」 

柴 里実（東京大学・日本学術振興会） 

 

1.目的 

 今回、Zoom でオンライン学習法講座を行い、そ

の動画編集を行いました。目的は、リアルタイムで

参加できなかった生徒へのフォローのため、参加し

た生徒の復習のため、全体レクチャー部分の他の場

面での活用のためです。 

 

2.講座の実施準備 

 この講座を行う前に、私たちはそもそも Zoom で

何ができるかを把握していなかったため、担当者で

ブレイクアウトグループをつくってホワイトボード

を使い、講座でできそうなことをイメージしました。

また、初回の前に先生と一部の生徒に接続テストを

行っていただきました。このときに、iPhone だと

PowerPoint の字が小さくて見えないという問題など

を把握しました。今回講座を実施した学校では、

Classi を導入していたので、参加登録やアンケートの

配布は Classi を通して先生主導で行っていただいて

います。また、今回はファシリテーターを各グルー

プに 1 人付けるので、ファシリテーターに講座の流

れやグループワークでやってほしいことを事前に共

有しました。 

 

3.講座の動画編集の手順  

 講座に関しては、この後、具体的な説明がありま

すが、私からは講座後の動画処理の流れとその活用

についてお話しします。 

 授業中の画面は、Zoom のレコーディング機能を

使って録画していました。画面というのは、自分の

パソコンに表示される画面のことです。画面を共有

していると右側に参加者の皆さんの顔が映りますが、

そこを録画しない設定にすると、参加者の個人情報

を録画せずに画面だけを録画することができます。 

 ミーティング終了後に「レコーディングする」を

選択すると、Zoom が動画を勝手にファイルに変換

（コンバーティング）してくれるので、そこから必

要な部分を切り出します（トリミングします）。今回

は全体レクチャーの部分をトリミングしました。私

は元々パソコンに入っていた Quick Time player にト

リミング機能があったのでそれを使いました。Mac

だと iMovie というアプリが便利です。iMovie だと携

帯でも動画の編集ができます。 

 

 
 

また、レクチャー部分の大事な部分に字幕を付け

ました（Slide 1）。この作業のために最近見つけたの

が「Vrew」という日本語のフリーソフトです。Mac と

Windows の両方に対応していると思います。動画を

アップロードすると自動的に音声認識と文字起こし

をしてくれます。話し方によって精度が変わります

が、それほど悪くありません。アナウンサーのよう

な話し方だとすごく精度が良いようです。ソフトを

ダウンロードして、動画をアップロードして少し置

いておくと、字幕が全部画面に出てくるので、少し

文字を直します (Slide 2)。Web の体験版もあります。

他にも Amazon や Google のソフトがありますが、有

料と聞いているので、コスト面では Vrew が最も良

いと思います。YouTube に使い方を解説している動

画があります。 

Slide 1 (画像下部の文字が字幕)  
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 字幕を付けてみて、耳だけの情報よりも字幕があ

る方が、情報処理が楽になると感じました。また、

大きな音を出せない環境で勉強している生徒もいる

と思うので、そのような生徒にとっては字幕があっ

た方が学習しやすいかと思います。 

 字幕生成ソフトで字幕を付けて出来上がった動画

を学校が持っている Classi アカウントにアップロー

ドしようと思いましたが、容量オーバーでアップロ

ードできませんでした。そこで、今回は学校の先生

がお持ちだったYouTubeアカウントに限定公開でア

ップロードしました。これでリアルタイムで参加で

きなかった生徒や、もう一度見直したい生徒は

YouTube で見ることができます。 

 

 

 

  

今回の講座では、グループワークで共有画面にメ

モを入れたり、ペンを引いたりしています。そのよ

うな共有画面を保存する機能も Zoom にあるので、

グループワークの成果物として共有画面も保存しま

した (Slide 3)。このときに、参加者の顔を非表示にし

てから保存しました。パソコンだと「保存する」と

いうアイコンが出ますが、iPad や iPhone では通常の

スクリーンショット機能を使います。 

 今回はこのような流れで動画を編集しました。全

体レクチャーの部分については、動画を保存してお

けば、学校の先生が他の生徒に対して見せるなど、

他の場面での活用も可能です。実際、これからご紹

介する講座の一部は、講座を見学されていた先生が

他クラスの授業で流したということも聞いています。

また、学校が持つアカウントにアップロードしたり、

YouTube で限定公開をしたりして、何かしらの形で

残しておけば、生徒さんが復習として見直すことも

できます。 

 以降では、各講座の内容についてご紹介ます。講

座は大きく分けて２つの系統にわかれます。一つは、

「効果的な英単語の覚え方を学ぶ講座（全３回）」、

もう一つが「予習・授業・復習それぞれでの学び方

を学ぶ講座（全３回）」です。英単語講座（全３回）、

教科書活用講座（全２回）、失敗活用講座（全１回）

の順でご紹介します。 

  

Slide 2 (Vrew ソフトのデモ画面) 

Slide 3 
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「英単語を効果的に学ぶには？ 

―丸暗記だけではない覚え方に向けて―」 

内田 奈緒（東京大学） 

 

1.問題意識 

 英単語の学習において、生徒が「単語と訳を暗記

しないと」と思い込み、丸暗記で乗り切ろうとして

つまずいている状態があるのではないかと思います

（Slide 1）。英単語だと「テストがあるから暗記する」

で終わってしまうことが多くなります。しかし、実

際に自分で言語を運用するには、より多くの語彙知

識に加えて深い理解が必要となるので、より効果的

な学習を促進できないかと考えました。 

 

 

 英語を学び始めて間もないうちは暗記で対処でき

る単語量でも、高校生になって量が増えて、難しい

単語や長い単語も増えていく中で、たくさん書いて

ただ暗記するという方法では対処し切れないという

問題が出てきます。コロナ禍における学習でも、あ

るいは平時の学習でも、これはよくある問題だと思

います。単語は量が多く、先生が逐一説明するわけ

にもいきません。従って、生徒が自分でうまく学習

する力を身に付けることが大事だと考えています。 

 

2.事前アンケート 

 元々生徒がどういう様子だったのか、事前アンケ

ートの結果を簡単に紹介します（Slide 2）。 

 

 事前アンケートでは、やはり丸暗記的な学習をし

ている様子が見えてきました（Slide 3）。例えば英単

語学習の考え方について聞いてみると、「英単語の勉

強は、単語と訳をひたすら覚え込むものだ」という

考え方に対し、「どちらとも言えない」が 32％で比

較的多いですが、「少し当てはまる」「よく当てはま

る」という肯定的な反応が約半数で、やはり丸暗記

的な意識は強くあると考えられます。 

 

 学習方法を聞いてみても、「単語のつづりを覚える

まで何度も書く」という方法は、ほとんどの生徒が

 

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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実施していました。同様に反復学習を表す項目に対

しては、大多数の生徒がよくやると答えていました。 

 一方で、「よく使われる接辞や語幹を意識的に覚え

る」という方法については肯定的な反応が約 30％で、

「同義語、反意語、類義語を整理して覚える」とい

う方法についても 24％しか肯定的な反応がありま

せんでした（Slide 4）。使わなければこれからどんど

ん苦しくなるような学習方法は、高 1 の段階では難

しい、できていないということが確認できました。 

 

 以上のような自己評定の質問紙に加え、例えば

Slide 5 にある単語を覚えなさいと言われたらどう勉

強するか、学習方法について記述してもらいました。

その結果、複数の単語の中に同じ構造や change とい

う単語が入っているという共通点、un が否定を表し

ていることに言及した生徒は 1 人だけでした。また、

一つの単語に対して複数の意味が書いてあるときに、

その意味に共通点があることに言及した生徒も 1 人

でした。ほとんどの生徒が、繰り返し書くなどの浅

い方略のみに言及していました。例文を見るという

生徒は比較的いましたが、それでもやはりノートに

たくさん書くと回答した生徒が多かったです。 

 

 

3.第 1回の講座内容 

 講座は第 3 回まであり、それぞれで「イメージす

る」「構造を理解する」「単語を整理する」というテ

ーマを扱いました。先行研究(e.g., Gu & Johnson, 1996; 

堀野・市川, 1997)を参考に、効果的であると考えられ

る方法を選定しました。ここではまず、第 1 回の内

容と生徒の反応を紹介します（Slide 6）。 

 

 講座の始めに、英単語をどのように勉強している

かみんなに問い掛けて、実際にはいろいろな学習方

法があるけれども、事前アンケートでも「自分でテ

ストする」「繰り返し書く」「発音する」というとこ

ろで止まってしまっている子も多かったよねという

話をしました（Slide 7）。そして、うまく勉強できる

ようになるためには自分でステップアップをしなけ

ればいけないので、講座では「イメージする」「構造

を理解する」「単語を整理する」という方法を学んで

いくことを共有しました。 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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 第 1 回は「イメージする」というテーマでした。

まず in、at、on という、みんながよく知っているは

ずなのにうまく使えていない単語を使った問題を解

いてもらいました。丸暗記によって生じる困難を実

感してもらったところで、in は「～の中に」、at は「～

で」など丸暗記していませんかと問い掛けました

（Slide 8）。そこで、実はそれぞれにどういう意味が

あるのか、絵を使ったり、ジェスチャーをしたりし

て伝えました（Slide 9）。先の 3 つの単語について説

明した後に、「そもそも英単語の意味と日本語訳が完

全にイコールになることはなかなかなくて、訳を全

て丸暗記するとつらくなってしまうけれども、中心

的な意味があったり、使われる文脈を見るとイメー

ジできたりすることがあるよ。そうすることで覚え

ることが楽になるし、もっと正確な意味を捉えられ

るようになって、自分で使えるようになるよ。」と、

有効性を伝えました（Slide 10）。 

 

 

 

 その後、生徒にグループに分かれてもらい、Slide 

11 のようなイメージを与えて、自分たちでジェスチ

ャーや絵を使って単語を説明してみるといった課題

に取り組んでもらいました。各グループには大学院

生や高校教員がファシリテーターとして入り、活動

をサポートしました。 

 

 Slide 12 は、実際にグループで取り組んだ課題を全

体で共有したときの画面です。括弧の中に何が入る

Slide 7 

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 
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か、それはなぜか、生徒が説明する課題です。iPhone

で文字を打つのは大変なので、生徒の説明をファシ

リテーターが代わりに書きました。このように各グ

ループで話し合ったことを全体でも共有して、どの

ように考えたのかということをファシリテーターが

代表者になって説明しました。また、グループ活動

の中で生じた疑問を全体でも共有するといったイン

タラクティブな活動もすることができました。 

 

 その後、2 回目のグループ活動を行いました。最

初に提示した問題を再び見せて、今ならできるだろ

うかということで、グループ内で改めて話し合って

もらいました（Slide 13）。そうすると、最初は難しか

ったところができるようになったり、今までなら疑

問にも思わなかったようなことを疑問に思ったりし

た様子でした。グループ内で質問が出て、ファシリ

テーターがそれに対応するということもありました。

これも終わった後に、各グループでどういう話があ

ったかということを全体で共有して確認しました。 

 

 具体例は前置詞でしたが、例えば他の単語でも、

上から 3 つの意味はすらすら言えるように覚えよう

ということで、例えば way なら「道、方向、方法」

と唱える人がいるけれども、訳をいくつも頑張って

暗記しなくとも、どこかに至る道筋なのだなという

中心的なイメージをつかむだけで、単語一つにつき

たくさん覚えなくてよくなって楽になるし、長く記

憶できるという話をしました（Slide 14、15）。 

 

 

 

4.第 1回の振り返りアンケート記述例 

 このような講座を行い、実際にどのような反応が

あったか簡単にご紹介します（Slide 16）。 

Slide 12 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 
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 「大事だと思ったこと」の記述から、講座のテー

マをよくつかんでくれたことがわかりました（Slide 

17）。例えば、「英単語の意味を全て覚えるのではな

く、その意味の共通点を見つけて覚えることが大事

だと思います。そうすることで記憶に残りやすくな

ると思います」「暗記するだけではなくて、英単語の

意味をしっかり覚えることが大事だと思いました。

英単語の意味を理解して、説明することも大切なん

だと思いました」「ただひたすら読んで暗記するとい

う表面的な暗記ではなく、しっかりと理解ができた

暗記ができることが分かりました」などの記述です。 

 

 「まだよく分からないこと」について、1 人だけ

「訳を関連付けるということがいまいちよく分から

ない」という生徒がいましたが、他には「特にあり

ません」や、グループ内での活動で他の人と話すこ

とができて、それを後で全体でも共有するというサ

イクルがあったので、その中で解消できたと言って

くれた生徒が多かったです。 

 「面白かったこと、つまらなかったこと」につい

ては、内容自体に面白さを感じてくれている生徒、

これまで意識していなかったので興味深く、実践し

てみたいという生徒、自分で解いて自分でなぜと考

えるのが面白かったという生徒、最近授業の機会が

なかったので、みんなと授業をしている感覚が得ら

れたことがすごく面白かったという生徒などがいま

した（Slide 18）。一方的に伝えるだけではなく、分か

らないことを直接聞けるグループ活動があって良か

ったという生徒もいました。また、自分の口で説明

できてうれしかったという生徒も数人いて、自分で

発する機会があることでうれしさや楽しさを感じら

れることを、今回の講座を通して改めて思いました。 

 

 

5.第 2回の講座概要 

 残り 2 回の英単語の講座についても、簡単にです

が、ご紹介したいと思います。 

 第 2 回の講座では、「構造を理解する」というテー

マを扱いました。つまり、接頭辞や接尾辞、語幹と

いう単語の構成要素をもとに、単語の意味を理解す

れば覚えやすく忘れにくい、という内容です。 

冒頭では、第1回の英単語の講座の振り返りの例

として、先にお話ししたような、講座のポイントや

理解の重要性をうまく言語化している振り返りを紹

介しました。それから、心理学実験のデモンストレ

ーションを行い、既有知識をもとに構造を理解する

と覚えやすくなることを体験してもらいました。そ

の上で構造の理解を英単語に応用し、接頭辞・ 接尾

Slide 16 

Slide 17 

Slide 18 

11



 

辞に着目すると、単語の意味を記憶しやすくなり、

また初見の単語でも意味が推測できることを教えま

した。教える際には、生徒がイメージしやすいよう

に、replay = re-+ play や disrespect = dis- + respect など

の例を使いました(Slide19)。 

 
Slide19 

そして、グループ活動として、reuse や disrespect な

どの生徒への説明で使った単語や、カタカナ等で知

っている単語を 5 個提示し、構造から日本語訳の意

味を説明してもらいました。グループ活動の後には

全体でも生徒に説明してもらいました。 

次に、より現実の学習場面に近い状況で学習方法

を体験するため、2 回目のグループ活動を行いまし

た(Slide 20)。既習の単語に講座で取り上げた接辞を加

えた形の未習の単語 10 個(rebuild, disclose など)と訳

を提示し、なぜそのような意味になるのかをスラッ

シュを入れて説明させました。その後に全体でも、

生徒にも説明してもらいながら、課題で提示した単

語の構造と意味を共有しました。最後に、3 分間復

習の時間を与えて、10 個 の単語について日本語ま

たは英語を回答させる問題に取り組んでもらい、こ

の学習方法によって、繰り返し書く時間がなくても

覚えられることを実感させました。 

 
Slide20 

終了後、第 1 回と同様の振り返りアンケートに答

えてもらっているので、生徒の反応についても少し

紹介したいと思います。第 2 回の英単語の講座でも、

ほとんどの生徒に講座で教えた学習方法のポイント

が伝わっていたことが窺えました。例えば、「英単語

を、文字の塊として見るのではなく，分けたりして

構造を学ぶことです。たとえば、learner だったら、

learn+er など、規則性を見つけることです」という

記述がありました。また、「自分で構造がわかったと

きが、すごく面白かったです。前にインターネット

で調べたときに、単語の構造を理解するといいと書

いてあったのですが、どうやったらいいのかわかり

ませんでした。 でも、今回の講座で知ることができ

たのでこれから使っていきたいです。」と書いてくれ

た生徒もいました。この記述からは、学習方法をた

だ表面的に伝えるだけではなく、具体的なやり方や

体験が伴うことの重要性が感じられました。 

 

6.第 3回の講座概要 

 最後に、第 3 回の英単語の講座についてお話しし

ます。第 3 回の講座では、「単語を整理する」という

テーマを扱いました。つまり、同意語や反意語など、

単語の関係性を整理して覚える、ということです。 

 第 2 回同様、冒頭では講座のポイントをうまく言

語化している振り返りの例を共有しました。それか

ら、心理学実験のデモンストレーションを行い、情

報を関連づけて整理すると覚えやすくなることを体

験してもらいました。その内容を英単語に応用し、
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カテゴリ、派生語、同意語・反意語でまとめる例を

簡単に紹介して、そのように単語のネットワークを

作ることで、単語が覚えやすく忘れにくくなること

を伝えました。 

 その後は反意語で結びつけるという話に焦点化し、

1 回目のグループ活動では、まず既習語を提示して

big ↔ little, strong ↔ weak などの反意語をまとめても

らい、次に接頭辞・接尾辞も提示して in/im- ↔ ex-,  

-ful ↔ -less など、反対の意味を表すものをまとめて

もらいました。グループ活動後は、全体で各課題を

確認しました。そこで、課題で整理した接頭辞・接

尾辞を用いて、単語をまとめて理解する、という話

をしました。import と export、disable と enable を使っ

て、どのように考えるのかモデルを示しながら教え

ました(Slide21)。 

  

Slide21 

続いて、2 回目のグループ活動で、生徒にもモデ

ルに倣って活動してもらいました(Slide22)。課題では、

モデルに示した例に加え、include と exclude、fruitful

と fruitless など計 5 ペア 10 個の単語をバラバラな状

態にして提示しました。生徒には、反意語のペアを

選んでもらってから、接頭辞・接尾辞をヒントにそ

れらの単語の意味を説明してもらいました。課題の

全体共有後、第 2 回の講座と同様、3 分間復習の時

間を与えて、日本語または英語を回答させる問題を

実施しました。最後に、普段の学習でどう活用でき

るか、単語リストや辞書への書き込み例を示し共有

して、講座を終えました。 

 

Slide22 

 第 3 回についても、終了後のアンケートから、生

徒の反応を少し紹介したいと思います。「丸暗記より

情報を関連づけて学習すると効率よく覚えることが

できることがわかった」「対義語や同類にまとめて効

率よく多くの単語を覚えることが出来るので、これ

からは同じ仲間などにまとめて、わかりやすいよう

に意識していこうと思います。」など、多くの生徒が

第 3 回の講座のポイントをつかんでいました。 

 

7.まとめ 

 各回の振り返りアンケートからは、多くの生徒が、

英単語学習もただの暗記ではなく、理解したり工夫

したりできることを書いてくれていました。事前ア

ンケートで見られた丸暗記的な意識が少なからず改

善された様子が見てとれるかと思います。講座を受

けたのは高校１年生ということで、まさにこれから

学習する単語量が増えていく時期です。このクラス

の英語を教える担任教師も、講座からつなげて理解

を促してくださるとのことなので、生徒たちが今回

学んだ学習方法を活用して、より効果的に楽しく学

習してくれることを期待しています。 

 

引用文献 

Gu, Y., & Johnson, R. K. (1996). Vocabulary learning strategies 

and language learning outcomes. Language Learning, 46 (4), 

643‒679. 

堀野緑・市川伸一 (1997). 高校生の英語学習における学

習動機と学習方略 教育心理学研究, 45, 140−147. 
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「教科書を『お宝』にしよう 

―自学での読み方・使い方を学ぼう―」 

佐宗 駿（東京大学） 

  

1.問題意識 

私が担当したのは，「教科書を『お宝』にしよう

―自学での読み方・使い方を学ぼう―」です。身の

回りの中学校・高校で、休校期間中に学校の授業が

ほとんどなく、生徒たちが家で何をしたらいいのか

分かっていないという状況を目の当たりにしまし

た。そこで、このような状況下でも生徒たちが自力

で学習サイクルを回せるようになって欲しいという

思いがありました（Slide 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 私は独学で勉強をしていたときに、教科書には重

要なポイントが書いてあると常々感じていたので、

そのことを何としても伝えたかったのです。新しく

もらった教科書を部屋の片隅に置いておくのはやめ

てほしい、少しでも開いてほしいという思いから、

この教科書講座を始めようと思いました。 

 

2.事前調査 

学習法講座の開始に先立ち、休校期間中に生徒た

ちが教科書をどのくらい活用しているかについての

実態を把握するために事前調査を行いました。事前

調査では、まず新学年になり、新しくもらった教科

書をどの程度活用しているかを尋ねました（Slide 2）。

今回実施した高校では、課題として予習が出ていま

した。そのため、Slide 2 の円グラフをみると赤の「予

習の課題をするときに使った」という人が半数以上

でした。そして驚くべきことに、次に多いのが青の

「全く開いていない」という人です。このことから、

「予習の課題をするときに使った」という人たちも、

課題として予習が出ていなければ開かなかったので

はないか、宿題以外の場面では開いていないのでは

ないかということが考えられます。 

 
 新しくもらった教科書の活用の仕方において最も

多かった「予習の課題をする時に使った」という回

答ですが、果たして生徒たちは教科書による予習を

うまくこなせていたのでしょうか。 

全般的な教科書の使い方について、数学や理科、

社会で分からない用語を調べるという生徒が多く、

「分からない用語や、やり方があったときに調べる」

「数学は問題の解き方を調べている」という生徒も

いました（Slide 3）。このように教科書の使い方とし

ては、表面的な調べにとどまっている可能性が示唆

されました。 

Slide 1 

Slide 2 
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 特に授業前の予習段階においては、数学の新しい

問題、解き方などをできるようにしておくという意

見や次の授業で取り扱う公式や内容を理解しておく

という意見が見られました(Slide 4)。このような予習

の時点で、次の授業で扱う内容を完璧にしようとい

う気持ちは、「予習は大変なものだ」と生徒たちが感

じてしまう原因となり、せっかくやっている予習が

長期的にみるとその有効性よりも負担感が勝り、予

習を断念してしまう可能性も考えられます。 

 

 
Slide 5 は、生徒たちの予習に対するイメージです。

「やった方が授業のときに頭に入りやすいと聞いた

ことがあるのですが、どんな感じにやればいいのか

よく分かりません」「予習はしたいが、なかなかでき

ない」というように、生徒たちは予習が大事なもの

だと言われているし、大事だという認識もあるので

すが、予習の仕方まで具体的に分かっているかとい

うとそうではないことが分かりました。 

 
 以上の事前調査の結果から、実際に生徒は教科書

を開いていないし、開いたとしても、表面的に用語

を調べたりするのみにとどまっているなど、どこを

読んだらいいのか分かっていない「教科書の読み方

の実態」、そして予習をしたとしても、かなり負担の

大きい予習の仕方をしていたり、そもそも予習の仕

方がわかっていないという「予習の仕方の実態」と

いう２つの実態が掴めました。そのため、本講座で

は 2 回の講座を通して、第１回は、教科書の読み方、

特に、教科書に書かれた重要な情報である「なぜ」

「そもそも」に注目して読む方法を伝えることを目

標に設定し、第 2 回は第 1 回で学んだ教科書の読み

方をもとに、効果的な予習の仕方について伝えてい

こうと決めました。 

 

3.生徒に獲得してほしい学習サイクルの概要 

具体的な学習法講座の内容に入る前に、生徒たち

に今回の学習法講座を通じて獲得して欲しい学習サ

イクルについても説明をしておこうと思います。具

体的な学習サイクルの一例として、教科書・授業・

自己説明というものがあります（Slide 6）。これは休

校期間中ではなく、普段通り授業があるようないわ

ば、「通常時」のサイクルです。まず予習として教科

書を事前に少し読んでおきます。この際、その予習

で完璧に内容を理解しなくても良いのです。ただ、

教科書を少し読んでわからなかったところや大事だ

と思ったポイントに印をつけ、意識しておくと授業

が一層理解しやすくなります。そして、授業を受け

得た情報をもとに学習内容を自分で説明して、説明

できなかった時は教科書に戻って理解し直してみる

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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というサイクルを回せることが有効であることが認

知カウンセリングから言われています。しかし、今

は休校中といういわば「非常時」で、この３つの段

階のうち授業の部分がなくなってしまっています。 

 

 
 そこで、非常時の学習サイクルとして、このよう

な循環が考えられるのではないかと考えました

（Slide 7）。教科書を読んで、自分で説明できれば良

し、できなければ教科書に戻るという、行ったり来

たりのサイクルです。これを回すためには、教科書

をどう読むかということが大事になります。 

 

 
このように、教科書での予習の仕方に先立ち、そ

もそもの教科書の使い方、読み方を学習法講座を通

して生徒たちに伝えてあげることで、通常時の学習

サイクルはもちろんのこと、非常時での学習サイク

ルにおいても教科書を自分の学習に活用できるため

の助けになると思います。 

 

4.第１回講座の概要 

 第１回講座では、これまでの教科書の表面的な活

用から脱して、学習内容をより深く理解できるよう

な教科書の読み方を身につけてもらうことを目標に

しました。学習内容を深く理解する際には、「…とは

どのようなものか」という「用語の概念的理解」や

その計算にはどのような意味があるのかといった

「手続きの概念的理解」に着目する必要があるとさ

れています（市川, 2000 ; 藤村, 2012）。ただ、「用語・

手続きの概念的理解」という言葉を用いても生徒た

ちには伝わりにくいため、「用語の概念的理解」は、

その用語は「そもそも」どういう意味か、「手続きの

概念的理解」は、その公式が「なぜ」成り立つのか

などというように「なぜ」「そもそも」という言葉を

用いて生徒たちには伝えることとしました。そして、

講座の最初には、Bransford & Stein(1984)の記憶実験を

参考に「なぜ」を考えると頭に残りやすいことを実

感してもらうために、心理学実験のデモンストレー

ション実験を行いました。このデモンストレーショ

ンでははじめに、８つの文を数秒間提示し、生徒た

ちに覚えてもらいました。例えば、slide8 のような文

です。 

 

 
 そして、1 回目のテストで穴埋め問題を出して、

覚えるのが大変だという感覚を持ってもらいました。

これをどうすればうまく覚えられるかというところ

から、「なぜ」を考えると良いということを伝えまし

た。実際にどうやって考えるのかということで提供

したのが、「長い髪の男は髪を結ぶためにゴムを探し

ていた」というような、長い髪の男はなぜゴムを探

していたのかという「なぜ」にあたる部分を加えた

文です（Slide 9）。 

Slide 6 

Slide 7 Slide 8 
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今回は、私の第 1 回の講座だったということもあ

り、アイスブレイクも兼ねて、８つのうち４つの文

については、生徒たちにグループ活動としてなぜの

部分を考える活動に取り組んでもらいました（Slide 

18）。このような心理学実験のデモンストレーション

を踏まえて、「なぜそうなるか」を理解することが大

事だというマインドセットをつくり、算数・数学の

場面でも今後いろいろな公式が出てくるけれども、

「なぜ」を考えることで頭に入りやすくなるという

話もしました。ここでは、台形の面積公式を題材に

して、より具体的に伝えました（Slide 10）。 

 

 
そして、「なぜ」に加えて、Slide 11 は「そもそも」

の話です。小学校の範囲ではありますが、1m2 が何

cm2かということを題材に、「そもそも」を使って説

明してもらいました。1m2 が何 cm2 かは習っている

はずだけれども 1m2がそもそも何であるかを理解し

ていないと 0 がいくつ必要だったか忘れてしまいが

ちという「そもそも」を考えることの重要性を伝え

るのに適した題材です。 

 
このような例を通して、生徒たちには、「なぜ」「そ

もそも」という学習に必要な二つの視点を提供しま

した。この２つの視点が、数学の学習においても大

事なのだということを共有した後、実は教科書には

このような「なぜ」「そもそも」に関する情報が載っ

ているという話をしました。しかし、そうは言って

も生徒たちにとってはどこにそれらの情報が載って

いるのかをはじめから見つけるのは難しいものです。

そこで、私は Slide 12 のような「なぜ」と「そもそも」

のそれぞれについて、それらが教科書のどこに書か

れているかを明確にした例を作成しました。今回は、

その中でも「そもそも」が書いてあるページについ

て紹介します。Slide 12 において「単項式」など赤い

丸で囲まれた箇所が用語で、基本的にその手前に用

語の意味が書いてあり、「3, 𝑥, 5𝑥, 2𝑥𝑦 ,𝑎𝑏 𝑐のよ

うに」など青く囲まれた部分が具体例にあたります。

そして、具体的に「次の単項式の次数と係数をいえ」

という練習問題を例に「この問題を解く際に、次数

と係数の意味が分からないと何を求めれば良いか分

からず、解くことは難しいよね」ということを伝え、

単語・用語の意味をつかむことが問題を解く上でも

大事であることを伝えました。 

 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 
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 そして、そもそもについて捉えるときのポイント

として「見るべきは『用語』と『意味』と『具体例』」

と、生徒が覚えやすいように五・七・五にしてみま

した（Slide 13）。 

 

 
 このような情報を教科書から探す段階でも、教科

書の使い方に慣れていない生徒は、「なぜ」「そもそ

も」がどこにあるか、なかなか見つけられないです。

この後、生徒たちに多項式の意味を答えるよう促し

たのですが、探すのに苦労していました（Slide 14）。 

 

 
 

こちらが思っているよりも、生徒は教科書を読む

こと自体が新しいのです。教科書を読むという基礎

的に思えるようなところでもつまずきが生じるとい

うことが今回の実践を通して分かりました。そして、

教科書を使って勉強することの新奇性が生徒たちの

中では、大きかったのだなとも思いました。一方、

同時に、こちらから「教科書は学習に役立つ便利な

ものだよ」と伝えてあげる必要性と有効性が十分に

あると感じました。 

 

5.第１回講座後の生徒の感想と私の所感 

 Slide 15 は講義を受けての生徒の感想です。「私は

今まであまり教科書を活用していなかったので、も

ったいなかったなと思いました。基礎がしっかり書

かれているので、今後は教科書を活用していこうと

思います」ということで、教科書を使おうという気

持ちが高まっているのではないかと思います。 

 
 

 以上の実践を踏まえて、私が感じたことを slide 16

にあげています。「教科書で学習すること自体思った

以上に非常に真新しい」「教科書を用いた学習法の指

導には足場かけが重要」「教科書について明示的に指

導される場面は少ない」というような生徒にとって

の教科書を使うことの新奇性を感じました。 

 

 
 

6.第２回の講座概要  

次に、第２回の教科書講座の概要についてご紹介

します。本講座では、まず第１回の講座での振り返

りをもとに、第１回の講座で掴んで欲しかったこと

を確認しました（Slide 17）。 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 
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そして、第１回で学んだ「なぜ」「そもそも」を

考えながら読むことで、記憶に残りやすく、理解も

しやすくなるということを踏まえて、教科書を使っ

て予習をしよう！」ということを目標にしました

（Slide 18）。 

 

 
 

しかし、予習をすることが大事だということをた

だ伝えるだけでは、生徒たちに普段の学習の中で使

ってもらえるようにはなりません。そこで、まず事

前に情報を読んでおくことで、その後に提供される

情報がより理解しやすく、記憶に残りやすくなるこ

とを実感してもらうために、Bransford & 

Johnson(1972)の実験を参考にした心理学実験のデモ

ンストレーションを行いました。１つ具体例をお見

せすると、まずこのような文章を読んでもらいます

（Slide 19）。これが何の話をしているのかお分かり

でしょうか。 

 
実はこれ、洗濯の話をしていたのです。では、洗

濯の話だと思ってもう一度読み返してみましょう

(Slide 20)。 

 

 
 

すると、今度はどうでしょうか。初めに読んだと

きよりもわかりやすいのではないでしょうか。この

文章が授業で先生から教えられる内容だとすれば、

タイトルを知っておくことは予習で、今回の授業は

何の話をするのかを前もって知っておくことと対応

します。授業を受ける前に、どんな話が来るのかだ

けでも知っておくことで、授業内容が理解しやすく

なるということを実感してもらう良い実験になった

かなと思います。実際に、タイトルを提示したとき

の生徒たちの「おお、なるほど！」というような顔

を鮮明に覚えています。タイトルを知ってから、読

んでみるとすんなりと理解できますよね。 

 このように、心理学実験のデモンストレーション

によって、話の概要を先に知っておくことで、のち

の内容がより理解しやすくなるということを体験し

てもらい、予習と授業についても同じことが言える

ということを確認をしました(Slide 21)。 

Slide 17 

〜皆さんの振り返りシート〜
教科書はただみるだけでなくなぜを考えながら⾒ることで
普通に⾒るより断然効率がよくなることを学びました︕

今まではただ教科書を読んでいただけだったけれど、読み
方を工夫することでトレジャーになると思いました。

何故そうなるのかを理解したり、自分の言葉で説明
する⼒をつけたりすることが大事なんだなと思いました。

Slide 18 

教科書を「お宝」にするための冒険に出よう︕

学習に必要な２つの視点

何が書いてあるのだろう︖

どこに注目して読むべき︖

第１話
教科書について知ろう︕

第２話
教科書を使って予習をしよう︕

どうして予習をするの︖

予習ってどうやるの︖

←今回

Slide 19 

次の文章を読んでみよう︕︕
手順は実に簡単である。まず，いくつかの山にまと
める。一度にあまり多くの量をこなすくらいなら，
少なめの量をこなす方が良い。ここを間違えると高
くついてしまうことがあるのだ。手順が完了すると，
またいくつかの山にまとめる。それから適切な場所
に入れる。やがて，それらはもう一度使われる。こ
のようなサイクルを繰り返さなければならない。で
もこれは生活の一部なのである。

Slide 20 

タイトル「洗濯」
手順は実に簡単である。まず，いくつかの山にま
とめる。一度にあまり多くの量をこなすくらいな
ら，少なめの量をこなす方が良い。ここを間違え
ると高くついてしまうことがあるのだ。手順が完
了すると，またいくつかの山にまとめる。それか
ら適切な場所に入れる。やがて，それらはもう一
度使われる。このようなサイクルを繰り返さなけ
ればならない。でもこれは生活の一部なのである。
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しかし、教科書を先に読んでおく、つまり予習が

大事なのだということが分かったとしても「では、

どのように予習したら良いのか？」という疑問が残

ります。そこで、生徒の多くが抱いているであろう

予習への誤解を提示したのちに、予習するときに大

事なことを共有しました。「予習をするときに、完

璧に理解しなくてはいけない」だとか、「問題を全

部解いておかなきゃいけない」というのはなかなか

負担が大きいもので、きっと長くは続かないでしょ

う。そうではなく、予習というのは実は、少し目を

通すだけでも効果があって、さらにわからないとこ

ろに印をつけておくというちょっとしたコツを押さ

えておくだけで十分なのだということを伝えました

（Slide 22）。 

 

 
もちろん、予習が大事なのだと伝えるだけで予習

が一朝一夕にできるわけでもないですし、ましてや

予習の方法を伝えたからといって、次の日から生徒

の日々の学習方法の中に予習が組み込まれるように

は簡単にはなりません。実際に予習を体験してもら

い、「自分にもできる！」「予習って思ったよりも簡

単じゃん！」と予習の有効性を実感してもらうとと

もに、負担感のあるものではないと感じてもらう必

要があります。そこで、実際に未習範囲の教科書の

見開き１ページを３分間という短い時間で、注目す

べきところに着目して、予習に取り組んでもらいま

した。その後、各自が見つけたポイントや疑問点を

小グループを作って、共有してもらいました。 

その後、学校の先生が事前に作成してくださった

１０分ほどの授業ビデオを授業を受けているつもり

で視聴してもらい、再度小グループに分かれ２回目

の小グループ活動を行ってもらう中で、予習で生じ

た疑問が解決できたかを議論してもらいました。こ

うして、実際に予習をして授業を受けてもらうとい

う流れを経験してもらいました。 

 また、本講座全体として、教科書を使った予習の

仕方を学ぶとともに、そうした視点を生かしながら

授業を受け、効果的な復習ができるようになること

を目指していました。そこで、この２回目の小グル

ープ活動では疑問が解決できたかという議論に加え

て、予習の疑問と対応する形で復習するという活動

を設定しました。具体的には、このような説明課題

を用意しました(Slide 23)。ご覧の通り、課題では

第１回の講座でも重視した「なぜ」や「そもそも」

を説明させるような内容となっています。授業後の

復習では学校の先生のように説明できるようになる

のが理想であるということを共有し、これらの課題

の中から生徒は１つ選んで小グループの中で発表し

てもらいました。 

 

 

Slide 21 

教科書を読んでおくといいことあるよ︕

ちょこっとでも読んでから授業を受けると
より理解しやすく，記憶に残りやすくなる︕

教科書を授業前に読んでおくと…

Slide 22 

〜予習する 時に⼤ 事なこ と 〜
１．完璧に理解しなくてもいい︕
→ちょっと目を通すだけでも効果あり︕

２．教科書でわからなかったところを
書いておこう︕

例）〜に注目して聴こう︕〜が大事なんだ︕
〜が分かんない，なぜ〜になるのか︖

Slide 23 
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そして、宿題として問いの中の 1 つを選んで 1 分程

度の説明している動画を Dropbox にアップロード

してもらいました。送ってくれた子たちの説明動画

はまるで、学校の先生かのように「なぜ」や「そも

そも」を意識してうまく説明をしてくれており、と

ても嬉しく思いました。 

 

7.まとめ  

 このように、本講座では、予習、授業、復習とい

うサイクルを実際に生徒たちに経験してもらいまし

た。講座後にいただいた感想には、「予習しとくと授

業の受けやすさが全然違う」「予習をした方が確実に

授業の理解度が深まる。特にわからないところや注

目すべきところを頭に入れておけばより良いという

ことが分かりました」などのように予習の有効性や

その方法について、述べてくれていたり、「２回とも

凄く楽しかったです。今までよくわからなくて曖昧

になっていた勉強法のやり方を学ぶことができたの

でこれから実践していきたいです。」というように、

今後も学習方法を活用していこうという意気込みを

見せてくれたりと、受けてくれた生徒の多くに私が

伝えたかったことが伝わったようでほっと胸を撫で

下ろしました。今回の学習法講座は休校期間中に行

われたもので、生徒たちは皆、「自分で効果的な学習

方法を学びたい！」という積極的な姿勢で、休日を

返上して参加してくれていました。そんな皆さんが、

今後の学習で活かせるような経験を今回の講座でで

きたとしたら私としてもこの上ない喜びです。この

講座後も学校の先生方の授業の中でも、予習、授業、

復習という枠組みを意識して指導してくださってい

るので、これからの皆さんの成長にもワクワクして

います。 
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「失敗を『お宝』にしよう 

―効果的な振り返り方法を学ぼう―」 

柴 里実（東京大学・日本学術振興会） 

 佐宗さんの教科書活用講座では、主に予習と授業

中の活動に焦点を当てていました。教科書活用講座

の事後検討会のとき、復習の段階での学び方につい

ても学べると良いのではないか、「予習・授業・復習」

の学習サイクルをまわすというイメージがつきやす

くなるのではないか、という意見が出ました。そこ

で、私が前年に中学生に対して実施した「教訓帰納」

の学習法講座をベースにして、復習段階に焦点を当

てた講座を実施することにしました。教訓帰納とは、

問題を解いたあとに「この問題を解いてなにが分か

ったのか」や、間違えてしまった時に「なぜ間違え

てしまったのか、同じ間違いをしないようにはどう

したら良いか」といったことを教訓として書き留め

ておく、という学習方法です。高校になると家庭学

習で問題集やプリントの問題を解く時間が多くなる

と思いますが、何度も問題を解いて解法を覚えると

いう反復練習や暗記に偏った学習方法ではなく、１

つの問題でも自分の間違いを振り返って次につなげ

ようという失敗活用を促すことを目指した学習方法

です。また、教訓帰納をするためには、正解を深く

理解する、つまり教科書活用講座で扱った意味理解

「なぜ・そもそも」の視点も重要になってきます。 

では、講座の内容について具体的にご紹介してい

きます。まず、教科書活用講座と関連づけながら、

今回のテーマは復習段階であることを伝えました

(Slide 1)。また、「失敗を活用する」ということは、ス

ポーツや料理などの日常場面で多くの人がやってい

ることであり、その発想を普段の勉強にも使ってみ

よう、という話を導入でしています (Slide 2)。対面で

あれば、T パズルなどを用いてデモ実験を行うので

すが、今回は画面上でパズルを行うのは難しいと考

えて、このような形にしました。 

 

 
次に、普段の自分たちの学び方を想起してもらう

ことも狙って、「振り返りのレベル」というのを提示

しています (Slide 4)。各段階でのノート例を示しな

がら、今回学ぶのは、一番高いレベル５「次につな

がるポイントを書き残す（教訓帰納）」であることと、

教訓帰納とはなにか、を伝えました (Slide 5)。 
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教訓帰納の具体的な使い方を説明するときには、

文字式の計算問題を使っています(Slide 6)。中学生の

学習範囲になりますが、教訓帰納のコンセプトを理

解することに注意を向けられるよう、生徒全員が理

解できるレベルの易しい題材を選んでいます。 

 

 本講座では、引き出す教訓の質を高めるための活

動もいれています。そもそも教訓帰納は、自分の認

知状態を把握する、正解を深く理解する、などの高

度な認知的活動を必要とするため、使い方を学んだ

からといって、すぐに使いこなせるようになるとは

限らないからです。また、先行研究では、次の学習

につながらないような質の低い教訓を引き出す学習

者が一定数いることも指摘されています。教訓の質

の支援の１つ目が、「いまいちな教訓・良い教訓」の

例をモデルとして示すことです(Slide7,8)。2 つ目が、

「質の高い教訓を考えるステップ」を示すことです。

具体的には、①自分と正解の途中式を比べる、②正

解の「なぜ」を考える、③間違いを克服するための

教訓を引き出す、という 3 ステップを示しました

(Slide9)。このようなステップを示したのは、どのよ

うな教訓であれば次の学習につながるのかが分かっ

たとしても、それを引き出す過程が分からなければ、

自分で質の高い教訓を引き出すことができないので

はないか、という問題意識があったためです。 
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次に、ここまで私が話したことが生徒さんに伝わ

っているかを確認するために、1 つめのグループワ

ークをいれました (Slide10)。具体的には、先ほど示

した文字式の計算の誤答で引き出された教訓の例

「マイナスのところで計算ミスをしちゃった。カッ

コの中にマイナスがあるときはこれから気をつけ

る！」という教訓が、次の学習に役立つものといえ

るのか、それともいまいちなのか、を理由も含めて

グループで考えるという課題です。ここでは、「カッ

コの中にマイナスがあるときは気をつけると書いて

あるけど、どう気をつけるのか具体的に書いた方が

よい」や、「カッコの前にマイナスがあるときは、中

の符号が変わるってことが大事」などが指摘として

あがってくると良いなという想定がありました。さ

らに、うまく指摘できたグループには、教訓を考え

る 3ステップを意識して、教訓の改善案を出そうと

いう課題も追加しました。私から伝えた情報量がか

なり多くなってしまったため、ちゃんと理解してく

れているか少し不安ではあったのですが、ファシリ

テーターのみなさんもフォローもあり、どのグルー

プも的確に問題点を指摘し、うまく改善案を考えら

れていました。 

 

2 つめのグループワークは、実際に教訓を引き出

してみることを体験するというものです（Slide11）。

ここでは、A さんという他人の誤答例を示して、「A

さんはどんな間違いをしているか？」「A さんはどん

な教訓を引き出しておくとよいか？」をグループで

考える課題を出しています。示した誤答例は、教科

書活用講座で扱っていた指数の題材にしました。例

えば、1 つめの課題の誤答は、「指数を足すのかかけ

るのか分からなくなってしまった」というものです

(Slide12, 13)。これに対しては指数の知識に関する教

訓「指数は xや yが何個かけられているかってこと

だから、足すんだよ。」や、間違いを防ぐための注意

点「途中式を書いておくと、間違えにくくなるよ。」

といった教訓を引き出してもらえると良いなという

想定をしていました。実際のグループワークでは、

教訓を引き出す前に、問題の正解が理解できなかっ

たり、間違いが見つけられなかったり、という複数

のレベルで困難が生じていましたが、ファシリテー

ターのみなさんや学校の先生がフォローに入ってく

れたこともあり、どのグループも想定していたよう

な教訓をうまく考えられていたと思います。 
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各グループの共有とフィードバックが終わったあ

とは、失敗活用をするメリットや、学習サイクルの

話を再度して、講座のまとめとしました (Slide14)。 

 

講座後の課題としては、「休校中の数学の宿題から、

間違えてしまった問題を１問選んで、教訓を書き残

そう」と伝えました。提出方法は、ノートを写真に

撮ってDropbox にあげてもらう形にしました。必須

の課題ではなかったのですが、数人がアップロード

してくれました。また、問題の解き方のポイントな

ど、なかなか質の高い教訓が書けているものが多か

ったです。先ほども述べましたが、教訓帰納に取り

組んでいたとしても、そこで引き出す教訓が次の学

習につながらないような内容になっていることは

多々ありますので、それを考慮すると、本講座で意

識した教訓の質の支援に関する話は、ある程度生徒

さんに伝えられなのではないかと思っています。 

実は、過去の学習法講座の実践 (瀬尾, 2013; Seo et 

al., 2017)では、単発で学習法講座を行うだけでは、生

徒の自発的な教訓帰納の利用はその後継続しない、

つまり使わなくなってしまうという結果が示されて

います。やはり効果的な学び方へと変容させていく

には、学校の先生方との連携が重要です。今後も小

テストや定期テストの振り返りだけでなく、宿題な

どの日常的な場面でも教訓帰納を使って効果的に勉

強が進められるように、継続したサポートが必要に

なってくると思います。 
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今だからこそ，これからも大切なこと 

太田 絵梨子（東京大学） 

 改めて、今回オンラインの学習法講座の企画を行

ったことにはとても意味があると感じています。 

もともと私は、このコロナ禍が始まる前から宿題

の研究をしていたのですが、その中で、自学する力

を指導することの重要性と、それが必ずしも現場に

は浸透していない問題というのを感じていました。

宿題というのも、ある意味先生から出す課題ですの

で、それを通じて自学自習の力や、深く学ぶ力を養

う良い機会になると、かねがね思っていました。し

かし、研究を続けていく中で、学校の先生だけでな

く研究者からも、「深い理解は授業の中でやるもの」

「授業が本丸」という意見や、「宿題を出すのは教師

の力量のなさを表している」「宿題を出すのは申し訳

ないことだ」といった考えが多く聞こえてきました。 

ところが、今回コロナの影響で授業そのものがで

きないという事態になって、改めて教師の役割が問

い直されることになったと感じています。もちろん、

こういう状況になろうがなるまいが、もともとあっ

た課題だとは思うのですが、自学する力や、その中

で深く学ぶ力といったものを普段から指導していく

ことが、よりはっきりと求められるようになったの

だと思います。今回の取り組みが、それを実現する

ための一つの具体例として、少しでも参考になれば

良いなと感じています。 

ちなみに、この実践を行った学校に勤務している

先生方からの感想としても、「教科書の読み方や英単

語の学び方といったことを実は十分に指導できてい

なかったかもしれない」ということや、「この講座を

単発で終わらせずに、普段の指導の中に取り入れて

いきたい」といったご意見も挙がっていましたので、

そういった意味でも本当にインパクトのある実践だ

ったのではないかと感じています。 
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第２章 

数学の概念的理解を評価するテストの提案と実践的検討 

―高校生のつまずきと教師の反応に着目して― 
 

太田絵梨子 

東京大学 

 

 

 

 

問題の所在 

 教育目標が時代の変化とともに変わっていくに当

たって、学習評価も見直す必要があるといわれてい

ますが、現状ではまだまだ目標と学習評価の間にギ

ャップがあると考えています（Slide 1）。 

 

 特に数学の場合、教育目標として概念や原理原則

の理解が重視されてはいますが、学校のテストをは

じめとした評価では、「どれだけ問題が解けたか」と

いうことに偏りがちです。先行研究として、小中学

生を対象とした学力診断テストが開発され、どれだ

け問題が解けたかだけでなく、従来の評価では問わ

れにくかった概念的理解を直接的に評価する問題も

作られています。例えば「○○は××に反比例する」

という例文に当てはまる具体例を生成するような、

反比例という概念の理解を直接的に問う項目が作ら

れています。こういった形で評価すると、実は教師

の期待を大きく下回る正答率になり、子どもたちの

基本的な事項の理解があまり十分ではないという実

態が見えてきます。先行研究では小中学生を対象と

したものがメインですが、高校段階でもこうした視

点での評価が必要になるのではないかというのが、

本研究の大きな焦点です。 

 

本研究の概要 

 本研究のねらいは、高校段階の概念的理解を直接

的に評価するテストを提案することです（Slide 2）。 

太田絵梨子

東京大学

数学の概念的理解を評価する
テストの提案と実践的検討

ー高校生のつまずきと教師の反応に着目してー

Slide 1 
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2 

 

 ここでいう概念的理解とは、先ほどの反比例の例

のように「××とはどのようなものか」という概念

の意味自体に関する理解のことです。定義と具体例

をセットで挙げたり、図式的な表現と対応付けて理

解できていれば、理解していると言えます。また、

それだけでなく、「なぜその手続きを取るのか」とい

った手続き的な知識の背景にある原理原則のような

ものも本研究では概念的理解と捉えています。 

 概念的理解は一般的に口述式や記述式など言語的

説明によって評価すると考えられることが多く、も

ちろんそうした評価の在り方も重要だと思うのです

が、言語的説明を促すとなると採点や評価にコスト

がかかったり、大人数を同時に評価するのが難しか

ったりするデメリットもあります。そこで、本研究

では日々の教育実践の中で簡便な採点ができる客観

式テストを提案したいと考えています。 

 従来のテストでは、「sinθ＝1/2 を満たすθを求め

よ」というように、特定の答えを導き出す問題が多

いと思いますが、この場合は公式や解法手続きなど

の知識を丸暗記して再生することで解決できてしま

います。そこで本研究で提案するテストでは、問題

を解く上での基盤となる基礎的な概念的理解をダイ

レクトに問う問題を提案したいと考えています

（Slide 3）。例えば三角比の場合、単位円状に角度を

示した上で、Slide 3 の図でいえば「sinθの値は一体

どこにあたるのか」ということを直接書き込ませる

ような問題を作成しました。 

 

 本研究のもう一つのねらいは、テストを作成する

だけでなく、作成したテストを活用して以下の 2 点

について実践的に検討することです（Slide 4）。1 点

目に、そのテストを高校生に実際に受けてもらい、

基本的な概念的理解がどのぐらい定着しているかを

検討しました。2 点目に、このテストを実施するこ

とで教師がどのような反応を示すのか、特に今回の

テストの結果がどの程度予想できるものだったか、

概念的理解による評価が日頃の指導や評価の在り方

にどのように生かせるかという観点で、教師の受け

止めも同時に検討したいと考えました。 

 

 本報告では最初に、今回作成した概念的理解テス

トについて説明した上で、それを用いた高校生の実

態調査の結果、それに対する教師の受け止めという

順で報告したいと思います（Slide 5）。 

Slide 2 Slide 3 

テスト問題のイメージと
想定されるつまずき

• 従来のテスト
公式や解法手続き等の暗記・再生でも解決可能

例：「sinθ=1/2を満たすθを求めよ」

• 本研究で提案するテスト
概念的理解を直接的に問う問題

三角比の定義や図との対応を理解していなければ
正確に図示することは難しい

Slide 4 

もう１つのねらい：
テストを活用した実践的検討

• 実際の高校生はどのくらい理解できているのか？

• テストは教師にどのように受け止められるか？

特に・・・

• 生徒の結果はどの程度予想できるものだったか？

• 日頃の指導や評価にどのように活かせそうか？
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1.概念的理解テストの作成 

 まず、概念的理解テスト作成の手続きとしては、

私自身がテスト問題を作成した上で、専門家 2 名に

内容的妥当性や表現などを確認してもらいました

（Slide 6）。高校生にいきなり調査する前に、予備調

査として 32 名の生徒を対象に、テストの趣旨や意図

が伝わるか、ちゃんと解答できる問題になっている

かを確認し、明らかに意図が伝わっていなかったり

解答しにくそうだったりした項目については、修正

しました。 

 
 出題範囲は、高校の「数学Ⅰ」で学習する 5 単元

のうち、「データの分析」は学習指導要領に導入され

てまだ日が浅いので、それを除く 4 単元としました

（Slide 7）。分量は 17 項目で、15～20 分程度で解け

るような比較的コンパクトなテストになっています。

出題形式は 3 種類あり、説明文が数学的に正しいか

どうかを判断させる問題、数学の概念を表すものと

して適切な具体例を選択する問題、そして数学的概

念を図式的に表現する問題を作成しました。 

 

 問題と採点基準の例としては、例えば説明文の正

誤判断の問題で、「2 つの異なる自然数どうしの差は、

必ず自然数である」という文は間違っているのです

が、これが間違っていると判断できるか、間違って

いるのであればその表現を正しく直せるかという問

題を出しました（Slide 8）。自然数の概念を正しく理

解できているかどうかを問う問題です。自然数が正

の整数であることが正しく分かっていれば、例えば

「1－3＝－2」になってしまうので、自然数同士の差

は必ず正の整数になるわけではないことが容易に思

い付くと思います。 

 

Slide 5 

本報告の構成

３．教師の受け止めに関する検討

テストの結果や意義を教師はどのように受け止めたか？

２．高校生の概念的理解の実態調査

実際の高校生はどのくらい理解できているか？

１．概念的理解テストの作成

客観的で簡便な採点が可能な概念的理解テストとは？

Slide 6 

Slide 7 

テスト全体の構成

• 出題範囲
「数学Ⅰ」で学習する４単元

（指導要領導入から日の浅い「データの分析」を除く）

• 分量
１７項目，解答目安時間２０分

• 出題形式

１）説明文の正誤判断（計４項目）

２）適切な具体例の選択（小問２題，計８項目）

３）概念の図式的表現（計５項目）

Slide 8 

問題と採点基準の例

「自然数」という概念の定義と具体例を理解しているか？
（正の整数と分かっていれば，反例１−３＝−２などが思いつく）
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 もう一つは、概念の図式的表現の例です（Slide 9）。

2 次不等式の解の範囲が、グラフで見るとどこに当

たるのか書き込ませる問いになっています。通常は

「以下の 2 次不等式を解きなさい」といった形式で

問題が出されることが多く、必ずしもグラフと対応

付けなくても正解が導けます。それに対してこの問

題は、2 次不等式の解の範囲がどのようにして求め

られるのかという背景にある概念的理解を直接的に

尋ねています。ちなみにこの問題では、2 次の項の

係数 a をあえて負の値に設定し、対応する 2 次関数

のグラフが上に凸となるようにしています。概念的

理解をしていない生徒の多くが、2 次不等式の不等

号の向きに対応する解のパターンを暗記して解こう

とします。その際に暗記しているパターンというの

は、2 次の項の係数が正の値である場合がほとんど

です。そこで本テストでは、あえて係数が負の場合

での理解を尋ねることで、パターンの丸暗記をして

いる生徒のつまずきが検出しやすいように工夫をし

ました。 

 

2.高校生の概念的理解の実態調査 

 こうしたテストを作成して、実際に高校生を対象

とした調査を行いました（Slide 10）。対象は 1 都 3 県

にある高校 6 校に通う 1・2 年生 1023 名です。1 年生

が少し混ざっているのは、授業進度の違いを考慮し

て、中高一貫校で授業進度が通常よりやや速い学校

は 1 年生を対象としたからです。また、協力校で数

学を担当している教師 14 名も調査に協力してくだ

さっています。 

 

 手続きとしては、まずテストを実施する前に、数

学教師の皆さんに各項目についてどのぐらい正答で

きそうかという観点で評定を依頼しました。その後、

生徒に対してテストを実施し、データを回収した上

で 3 名で採点しました。 

 教師に事前に評定してもらう際には、以下の二つ

の観点で評定してもらいました（Slide 11）。1 点目に、

全国の高校 2 年生がこのテストを受けたとして、大

体何パーセントぐらいの生徒が正答できれば十分満

足なレベルといえるかという観点です。これを「要

求通過率」といいます。2 点目に、後ほど教師の受け

止めをインタビューを通じて聞き取っていくのです

が、そのときに主に使用する観点として、自身が現

在数学の授業を担当している生徒のうち、何パーセ

ントぐらいが正答できそうかという「予想通過率」

も同時に評定してもらいました。 

Slide 9 

問題と採点基準の例

２次不等式の解の求め方を図と対応づけて理解しているか？
（対応する２次関数のグラフのy座標が0以下になるようなxの範囲）

Slide 10 

２．高校生の実態調査

• 時期
2019年9月〜11月

• 対象
１都３県にある高校６校の１・２年生1,023名
（公立４校，私立２校 １年生282名，２年生741名）

また，上記協力校の数学教師１４名

• 手続き
１）数学教師に，項目ごとの評定を依頼（※後述）

２）生徒に対し，テストを実施

３）データを回収し，３名で採点（Fleiss’s κ ＞ 0.61）
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 実際の結果を大まかにまとめました（Slide12）。左

列が教師による要求通過率よりも実際の正答率の方

が高かった項目、つまり理解が十分といえそうな項

目で、右列が教師の要求通過率よりも実際の正答率

が低かった項目です。特に「概念の図式的表現」の

項目や「説明文の正誤判断」においては、教師が期

待するよりも理解度が低い結果になっています。一

方で、「適切な具体例の選択」の項目では、生徒の正

答率が教師の期待を上回っている傾向が見えてきま

した。 

 

 ただ、正答率が教師の期待を上回っている問題を

見てみると、例えば 2 次関数といえるものとして適

切なものを選ぶ問題なのですが、○か×かの 2 択問

題なので、当て推量で正答してしまっている可能性

もかなり高くなっています（Slide 13）。教師の評定が

当て推量でも正答してしまうところまで考慮した評

定になっていなかったので、正答率の方が高くなっ

たとも解釈できると思います。 

 

 問題なのは、教師の期待よりも実際の正答率が低

い問いです（Slide 14）。例えば先ほどの 2 次不等式の

解の範囲を表現する問題ですが、教師の要求通過率

の平均は 55％であるのに対し、想定した正答どおり

に書けていた生徒の割合は 16％にとどまりました。

正確な位置に書けてはいないが、解の範囲自体は正

しく理解していそうだという部分点の解答を含めて

も 29％でした（Slide14 の中央の図）。約 3 割ですの

で、教師が期待するレベルには遠く及ばない結果に

なっていると思います。実際、正答よりもむしろ誤

答した生徒の数が多いという実態も見えてきました。 

 

 特に多かった誤答は、αとβの間の範囲を指摘し

てしまうという間違いでした（Slide14 の一番右の図）。

こうしたつまずきの背景には、2 次不等式に含まれ

Slide 11 

教師による事前評定の内容

• 以下２つの観点から評定
１）全国の高校生に対する「要求通過率」

日本全国の高校２年生（数学Ⅰは既習）が

解いたとすると，何％が正答していれば，

「十分満足なレベル」と言えるか

２）担当生徒の「予想通過率」

自身が現在数学の授業を担当している生徒

全体のうち，何％が正答できそうか

→主に，教師へのインタビュー時に使用

Slide 12 

全体の正答率の傾向

説明文の
正誤判断

１項目 ３項目

適切な具体例
の選択

７項目 １項目

概念の
図式的表現

０項目 ５項目

Slide 13 

教師の要求通過率を
正答率が上回った問題例

• ２次関数の具体例として適切なものを選ぶ問題

→２択のため，当て推量の可能性も考慮する必要

Slide 14 

教師の要求通過率を
正答率が下回った問題例

• ２次不等式の解の範囲を図的に表現する問題（再掲）

約１６％ 約１３％ 約１７％

教師の平均
要求通過率

５５％

実際の反応率
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ている不等号の向きと解の範囲を 1 対 1 対応で丸暗

記している実態があるのではないかと考察していま

す（Slide 15）。つまり、図と対応付けたりせずに、解

法パターンを暗記して再生する形で普段問題を解い

ている生徒が、今回のテストで誤答していたのでは

ないかと考えています。 

 

 通常の「以下の 2 次不等式を解け」といった問題

では、こうしたつまずきはなかなか把握しにくく、

手続き的に解くと正解が導けるので、そうした通常

の学習評価ではすくい切れなかったような理解のつ

まずきが今回のテストから見えてきたのではないか

と思っています。教師に対するインタビューでも、

2 次不等式を解くときに、慣れてくると図を書かず

に式だけを見て答えを書いてしまうため、そもそも

図を使うというスタート時点の記憶がなくなってい

るような生徒の実態に言及してくださった先生もい

たので、確かにそうしたつまずきはあるといえるの

ではないかと思います。 

 

3.教師の受け止めに関する検討 

 最後に、このテストの結果を教師がどのように受

け止めたかということについてお話しします。教師

に対するグループインタビューには、先ほど協力し

てもらった教師 14 名のうち 11 名が参加してくださ

いました（Slide 16）。他に、このテストや調査自体に

興味を持ってくださった他の教科の先生も 3 名加わ

っています。学校ごとにテスト結果をフィードバッ

クした後、先生方がどのように感じたかということ

をグループディスカッション形式で議論しました。

テスト結果に関してどういう感想を持ったか、こう

した結果が得られた原因としてどのようなことが考

えられそうか、今後の教育実践にどういう点が生か

せそうかといったことについて話し合っていだきま

した。 

 

 まず、今回の結果がどの程度予想できるものだっ

たかというと、自身の担当生徒の予想通過率から実

際の通過率を引いた値の平均が 10％以上の項目（過

大評価している項目）が 8 項目に上るのに対し、マ

イナス 10％以上の項目（過小評価している項目）は

1 項目にとどまりました（Slide 17）。このことからも、

全体的な傾向としてはどちらかというと過大評価し

ている実態が見えてきたと感じています。 

 

 ただし、教師による個人差がかなり大きく、あく

Slide 15 

Slide 16 

３．教師の受け止め

• 時期
2019年10月〜2020年3月

• 対象
調査協力校の数学教師１１名（＋他教科の教師３名）

• 手続き（学校ごとに実施）

１）生徒のテスト結果の概要を報告

２）以下のテーマについてグループディスカッション

・テスト結果に関する感想

・このような結果が得られた原因

・今後の教育実践に活かせそうなこと

Slide 17 

結果はどの程度予想できたか

• 予想通過率から実際の通過率を引いた平均値
過大評価（＋１０％以上）：８項目

過小評価（ー１０％以上）：１項目

（ただし，教師による個人差が大きい）

• インタビューからも予想外の反応

「ちょっと問い方を変えると全然ダメなんだね」

「三角（比）はものすごい出来悪かったですね。

驚きましたからね。」
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までも丸めてしまっている結果なのですが、やはり

全体的な傾向としては、教師の予想よりも正答率の

実態は低いことがいえると思います。インタビュー

でも、「ちょっと問い方を変えると全然駄目なんだね」

「三角比はものすごく出来悪かったですね。驚きま

したからね」というように、あまり予想していなか

った、予想よりもひどい結果だったという反応がか

なり見られました。 

 今回実施したテストを受けて、改めて教育実践の

在り方を振り返ったときに、やはり学習評価の在り

方を改善する必要があると言及した教師が多く見ら

れました（Slide 18）。「定義を答えよと実は聞くべき

かも」とか、「数学だから答えを計算して出す問題に

特化しているけれども、途中のプロセスの評価も必

要なのではないか」といった発言が聞かれました。

一方で、「こういう問題を作るのは難しいですよね」

というように、日頃の評価の中に自身でこうした問

題を加えていくことに関しては、難しさや負担を感

じる声も聞かれました。 

 

 それから、評価だけでなく普段の授業内での指導

も改善していく必要がありそうだという意見も聞か

れました（Slide 19）。特に、協同学習を通じて生徒自

身に説明させるようなことを促す必要がありそうだ

という声がありました。「普段の授業の中で、途中ど

ういうふうに考えたか、発表や共有することは数学

ではあまりしていなかった」という声や、既に説明

活動を取り入れている先生からも「生徒たちが定義

などを分かっていると判断してしまっていたが、実

はちゃんと理解しないでそのまま来てしまった子が

いるかもしれない」というように、今回のテストを

実施することで改めて生徒の基本的な理解の実態に

気付かされた様子も見受けられました。 

 

 

総合考察 

 本研究で提案したテストには二つの特色があると

考えています（Slide 20）。一つは、内容面です。従来

の評価では見落とされがちだった概念的理解を直接

的に聞くところが、今回提案したテストの重要な特

徴になっています。もう一つは、形式面です。もち

ろん言語的説明を促して評価することもできると思

いますが、今回は客観的で簡便に採点できるような

客観テスト形式で作成した点も特徴として挙げられ

ます。 

 

Slide 18 

Slide 19 

Slide 20 

総合考察

• 本研究で提案したテストの２つの特色
１）内容面：従来の評価で見落とされがちな概念的理解

２）形式面：客観的で簡便な採点が可能なテスト

• 高校生の理解の実態
教師の期待を下回る理解度の項目が少なくない

（特に概念の図式的表現）

→背景に，表面的な解法パターンの丸暗記？

教師も必ずしも理解の実態を正確に把握できていない

本テストの利用が教師の認識や実践に影響する可能性も
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 実際に高校生の理解の実態を見ると、やはり教師

の期待を下回る理解度の項目が少なくありません。

これは、小中学生を対象とした先行研究とも共通し

た実態が見えてきていると思います。特に概念を図

式的に表現する項目で、かなり教師の期待を下回っ

ていました。その背景には、表面的な解法パターン

を丸暗記していることによるつまずきがあると考え

られます。 

 また、こうした実態を教師側が必ずしも正確に把

握できているわけではなさそうだということも明ら

かになりました。今回提案したテストを利用するこ

と自体が、学習者の実態に関する認識や普段の指導・

評価の実践に対して少なからず影響する可能性も見

えてきたのではないかと思います。 

 最後に教育実践に対する示唆をお話しします

（Slide 21）。学力の三要素をはじめとして、学習評価

を見直す必要性は指摘されていますが、多くの場合、

活用・発展などの難しめの問題を出したり、日常生

活と関連付ける問題を出したり、あるいは実際に表

現させるパフォーマンス評価というようなことに焦

点が当てられがちなのではないかと感じています。

ただ、そうした活用・発展や思考判断、表現といっ

たことの基盤となるような、ごく基本的な知識の理

解にかなり課題が見られそうだということが、今回

の調査で分かってきたのではないでしょうか。普段

の指導や評価の中でこうした基本的な概念的理解の

視点が見落とされていないか、かなり注意していく

必要があると感じています。 

 

 なお、本研究の一部は、日本学術振興会による研

究助成を受けて実施されました。また、本研究の成

果は『教育心理学研究』の第 69 巻 2 号に掲載される

予定です。 

 

 

 

  

Slide 21 

総合考察

• 教育実践に対する示唆
学力の三要素をはじめとした学習評価の必要性

（文部科学省, 2015）

→活用・発展的な問題やパフォーマンス評価に

焦点が当てられがち

しかし・・・

思考力や判断力の基盤となる基本的知識の理解に課題

↓
指導や評価の中で概念的理解の視点が見落とされて

いないか注意が必要

付記

• 本研究は，科研費（18J11485）の助成を受けて
実施されました。

• 本研究の成果は，『教育心理学研究』第６９巻２号
に掲載予定です。
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Appendix 

問題ごとの正答率および教師が評定した要求通過率 

項

目 

出題 

形式 
問題の概要 

正答率（％） 教師の 

平均要求

通過率 

（％） 

完答 

のみ 

部分点

含む 

1 

説明文の

正誤判断 

「𝑚,𝑛を正の整数とするとき，𝑎 𝑎 𝑎 が成り

立つ」（誤） 
80.5 - 72.9 

2 
「２つの異なる自然数どうしの差は，必ず自然数であ

る」（誤） 
59.2 - 70.4 

3 

「0.3838……のように，あるところから先が同じ部分の

くり返しになる無限小数（循環小数）は，無理数であ

る」（誤） 

39.1 - 53.2 

4 
「実数𝑎, 𝑏, 𝑐に対して，𝑎 𝑏のとき，常に𝑎 𝑐

𝑏 𝑐となる」（誤） 
46.4 - 61.4 

 

適切な 

具体例の

選択 

「𝑦は𝑥の２次関数である」と言えるものを選択 

（正解はア・ウ・エ） 
   

5 
ア：縦の長さが𝑥cm，横の長さが 𝑥 4 cmの長方形の

面積𝑦cm2 
81.7 - 75.4 

6 イ：𝑦 𝑎 𝑥 2𝑎 1（ただし，𝑎は定数） 71.4 - 61.4 

7 ウ：𝑦 𝑥 2 𝑥 3  90.1 - 78.2 

8 
エ：𝑦  

（ただし，𝑎は 2を除く定数） 

73.3 - 61.1 

 

適切な 

具体例の

選択 

数学的に必ず正しいと言えるものを選択 

（正解はウ・エ） 
   

9 
ア：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であるとき，その逆の「𝑞 ⇒

𝑝」も真である 
79.7 - 67.9 

10 
イ：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であるとき，𝑝は𝑞であるための

必要条件である 
53.6 - 61.1 

11 
ウ：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が偽であることを示すには，𝑝を満

たすが𝑞を満たさない例を１つあげるだけでよい 
77.9 - 65.0 

12 

エ：ある命題が成り立たないという仮定のもとで正しく

推論していって矛盾が生じたら，もとの命題が成り立つ

と言ってよい 

71.7 - 60.4 
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（表の続き） 

13 

概念の 

図式的 

表現 

２次関数𝑦 𝑥 2𝑥 5 1 ≦ 𝑥 ≦ 4 のグラフに定義

域を書き込む 
51.1 56.5 63.6 

14 
２次関数𝑦 𝑥 2𝑥 5 1 ≦ 𝑥 ≦ 4 のグラフに値域

を書き込む 
41.6 46.3 59.3 

15 
単位円において三角比𝑠𝑖𝑛𝜃と𝑐𝑜𝑠𝜃の値がどこにあたる

かを書き込む 
49.3 50.8 60.0 

16 

２次関数𝑦 𝑎𝑥 𝑏𝑥 𝑐（𝑎 0）のグラフにおい

て，２次不等式𝑎𝑥 𝑏𝑥 𝑐 ≦ 0の解がどこにあたるか

を書き込む 

16.2 33.2 55.4 

17 

条件𝑝, 𝑞を満たすもの全体の集合をそれぞれP，Qと

し，命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であるとき，PとQの関係を表

す図を書く 

32.2 32.3 57.5 
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問題ごとの正答率・無回答率および教師が評定した要求通過率 

項

目 

出題 

形式 
問題の概要 

正答率（％） 
無回答

率

（％） 

教師の 

平均要求

通過率 

（％） 

完答 

のみ 

部分点

含む 

1 

説明文

の正誤

判断 

「𝑚,𝑛を正の整数とするとき，𝑎 𝑎

𝑎 が成り立つ」（誤） 
80.5 - 1.9 72.9 

2 
「２つの異なる自然数どうしの差は，必ず

自然数である」（誤） 
59.2 - 2.2 70.4 

3 

「0.3838……のように，あるところから先

が同じ部分のくり返しになる無限小数（循

環小数）は，無理数である」（誤） 

39.1 - 2.6 53.2 

4 
「実数𝑎, 𝑏, 𝑐に対して，𝑎 𝑏のとき，常に

𝑎 𝑐 𝑏 𝑐となる」（誤） 
46.4 - 3.4 61.4 

 

適切な

具体例

の選択 

「𝑦は𝑥の２次関数である」と言えるものを

選択（正解はア・ウ・エ） 
    

5 
ア：縦の長さが𝑥cm，横の長さが 𝑥 4 cm

の長方形の面積𝑦cm2 
81.7 - 3.5 75.4 

6 イ：𝑦 𝑎 𝑥 2𝑎 1（ただし，𝑎は定数） 71.4 - 3.7 61.4 

7 ウ：𝑦 𝑥 2 𝑥 3  90.1 - 3.5 78.2 

8 
エ：𝑦  

（ただし，𝑎は 2を除く定数） 

73.3 - 4.0 61.1 

 

適切な

具体例

の選択 

数学的に必ず正しいと言えるものを選択 

（正解はウ・エ） 
    

9 
ア：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であるとき，その

逆の「𝑞 ⇒ 𝑝」も真である 
79.7 - 3.8 67.9 

10 
イ：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であるとき，𝑝は𝑞

であるための必要条件である 
53.6 - 3.9 61.1 

11 

ウ：命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が偽であることを示す

には，𝑝を満たすが𝑞を満たさない例を１つ

あげるだけでよい 

77.9 - 4.0 65.0 

12 

エ：ある命題が成り立たないという仮定の

もとで正しく推論していって矛盾が生じた

ら，もとの命題が成り立つと言ってよい 

71.7 - 4.2 60.4 
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数学的

概念の

図式的

表現 

２次関数𝑦 𝑥 2𝑥 5 1 ≦ 𝑥 ≦ 4 のグ

ラフに定義域を書き込む 
51.1 56.5 19.0 63.6 

14 
２次関数𝑦 𝑥 2𝑥 5 1 ≦ 𝑥 ≦ 4 のグ

ラフに値域を書き込む 
41.6 46.3 22.3 59.3 

15 
単位円において三角比𝑠𝑖𝑛𝜃と𝑐𝑜𝑠𝜃の値がど

こにあたるかを書き込む 
49.3 50.8 17.6 60.0 

16 

２次関数𝑦 𝑎𝑥 𝑏𝑥 𝑐（𝑎 0）のグラ

フにおいて，２次不等式𝑎𝑥 𝑏𝑥 𝑐 ≦ 0

の解がどこにあたるかを書き込む 

16.2 33.2 24.0 55.4 

17 

条件𝑝, 𝑞を満たすもの全体の集合をそれぞ

れ P，Q とし，命題「𝑝 ⇒ 𝑞」が真であると

き，P と Q の関係を表す図を書く 

32.2 32.3 23.5 57.5 
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第３章 

教師による学び方の指導はいかにして実現できるか 

―中学校での教科横断的な実践から― 

柴 里実・太田絵梨子・福田麻莉・植阪友理 

東京大学 

 

 

 

1.研究の背景 

 この報告は、もともと植阪先生が授業改善プロジ

ェクトで共同実践されていた中学校で、太田さんと

福田さんと一緒に約 1 年間取り組んだ学習法指導の

実践についてです。 

 近年、学習指導要領が改訂され、学校現場では、

何を学ぶかではなく、どう学ぶかというスキルや資

質、能力を育成することが求められています（Slide 

1）。主体的・対話的で深い学びの実現や、自己調整

やメタ認知に関わるスキルの評価が求められ、こう

したことを普段の授業の中で育成する必要性が高ま

っているといえます。 

 
 自己調整や深い学びを促す学び方というのは、こ

れまでの心理学研究で学習方略として捉えられて、

学習方略の指導法が数多く提案されてきました

（Slide 2）。ただ、学校現場でいかに応用するのかが

課題だといろいろな心理学研究でいわれています。

例えば、教師による学習法指導は学習方略の指導法

と異なり、ほとんどが非直接的な指導です。あるい

は、日本国内でも学習法を明示的に教える学習法講

座の実践が多く提案されているのですが、これは研

究者主体の出張型授業が主流です。あるいは、メタ

分析の研究であれば、研究者による介入の方が効果

としては大きいのですが、実践的なことを考えると

教師が指導できることが理想だろうといわれていま

す。現在いわれていることとしては、研究者と教師

が共同して、学校現場での学習方略指導に取り組み、

教師の信念も変化させていく必要があります。 

Slide 1 

39



2 

 
 これらの背景から本実践では、中学校の教師らと

心理学を専門とする大学院生 3 名が共同して、教科

横断的な学び方指導にどう取り組んでいったのかを

報告します（Slide 3）。生徒のデータも取っているの

ですが、本発表では先生の方に注目して報告したい

と思います。本実践の問いとしては、教師による教

科横断的な学び方の指導はどのようにして可能とな

るか、実践を通してどのような意識や行動の変化が

教師に見られたのかということをグループインタビ

ューから抜粋して紹介したいと思います。 

 
 

2.本実践の概要 

 共同実践を行った中学校は県立の中高一貫校で、

入学試験があり、ある程度の学力の生徒が集まって

います（Slide 4）。1 学年の生徒は 80 名で、1 年生担

当がメインの先生は 6 名、あとは体育などの教科の

先生が入っています。研究課題として、私たちが実

践に関わる前から深い理解の促進が挙がっていて、

社会と英語の 2 名の先生が中心となって授業改善を

進めていました。 

 
 本実践を大きく三つの時期に分けて紹介したいと

思います（Slide 5）。初期は、先生方が心理学的な知

識について学んだ時期です。例えば深い理解とは何

か、理解を促す学習方法とは何かという知識につい

て学ぶフェーズです。ここでは大学院生が先生方に

ワークショップを企画したり、レクチャーしたりす

る働き掛けがかなり入っていました。中期は、教科

横断的に具体的な学び方指導の在り方を考えた時期

です。生徒向けに院生と教師が共同で学習法講座を

設計・実施して、事後の議論などを頻繁に行ってい

ます。後期は、先生方が日々の授業で実践し、先生

方が主体になって議論を進めた時期です。この時期

には、私たち院生から頻繁に働きかけるというより、

先生方を中心に実践が進んでいき、私たちとは月 1

程度の議論を行いました。これからは、各時期の様

子について、詳しく説明してきます。 

 

Slide 2 

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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3.実践初期：心理的な知識について学ぶ 

 初期には大きく二つのワークショップを実施しま

した（Slide 6）。一つ目は、意味理解ワークショップ

です。心理学的にみた「深い理解」について、具体

的な教科に即して学んでもらうワークショップです。

二つ目は、学習法講座ワークショップです。深い理

解を達成するための効果的な学習方法に関する知識

や、学習方法を生徒に明示的に教えるための学習法

講座の設計原理についての理解を促すことが目的で

す。各ワークショップは 1 年生担当の先生も含めて、

10 名ほどの先生方が有志で参加しました。グループ

ワークなども取り入れており、そのときには教科が

偏らないように 3～4 人でグループを編成しました。 

 
 意味理解ワークショップの内容を簡単に紹介しま

す（Slide 7）。まず、心理学的にみた深い理解（意味

理解）について解説しました。心理学では、学んだ

知識を相互に関連づけながら理解をすることが、認

知的に深い処理をしている状態だとされています。

一方、公式や用語の暗記や、問題の反復練習のみで

は、知識が断片的にしかつながらず、浅い処理をし

ている状態といえます。今回は、深谷他(2016)が高校

での実践で利用した「なぜ」「そもそも」というキー

ワードを使って、先生方や生徒に「深い理解」のイ

メージを掴んでもらおうと思いました。「なぜ」は公

式の意味や答えに至る過程の理解を、「そもそも」は

用語・概念の定義と具体例の理解を指しています。 

 
 その後、３つの教科の題材を使って、その題材で

目指す意味理解と、生徒に授業中に行ってほしい理

想的な説明を考えるというグループワークを行いま

した（Slide 8）。英語では「現在完了と過去形のちが

い」、社会では「時差の計算の仕方」、数学では「三

角形と線分の比の定理」を題材としました。 

 
例えば英語では、“ I (    ) in Japan 5 years ago.” 

“ I(   ) in Japan since 2015.” という 2 つの英文があり、

「現在完了の have lived と過去形 lived のどちらを

入れればいいのか分からない」と言う生徒がいたと

します。このとき、この題材において目指したい意

味理解とは何かというのを、該当する教科書ページ

を参考にしながら考えてもらいます。次に、意味理

解を重視した説明を先生が行ったあとに、子どもが

どのような説明ができていれば理解しているといえ

るかという理想の説明の例を考えてもらいます。例

えば、英語の場合だと、「現在完了は現在の状態を伝

えるもの、過去形は過去のある 1 点の事実を伝える

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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ものであり、使い分けには時を表す言葉に注意する

といい。」という説明ができていれば、意味理解して

いる姿といえるのではないか、という例を示してい

ます。 

 意味理解ワークショップを行ったことで、深い理

解についての知識、つまり「なぜ」「そもそも」につ

いての知識の共有と、具体的な教科に即して深い理

解を達成している生徒のイメージの共有ができたと

考えています（Slide 9）。異なる教科の先生が交じっ

てグループワークに取り組んでおり、普段は考える

ことのない他教科の題材で、生徒になったつもりで

考え、議論したことが有効だったのではないかと思

われます。例えば、社会のグループワークでは、英

語や数学の先生が生徒役になり、社会科の先生に対

して「なぜそうなるのですか」という質問をする様

子が見られました。また、実施後の感想として「他

教科のことは客観的に考えられるから、それを踏ま

えて自分の教科に還元できる」「自分の教科でないの

で、純粋に生徒の気持ちになって考えられる」とい

う意見が得られました。 

 
 ワークショップ後には、普段の授業に関する議論

につながりました。例えば、授業中に生徒に説明を

促すときには、教師の発問の仕方も非常に大事であ

ることや、ただ漠然と「今先生が説明したことを説

明しなさい」と言うのではなく、「なぜ」「そもそも」

の視点を導入して説明させることが必要であること、

などが話題としてあがりました。 

 この意味理解ワークショップを受けて、では実際

にどのようにして深い理解を促すのかという話にな

りました（Slide 10）。先生方からは、暗記や物量志向

に偏った学び方をしている生徒が一定数いることや、

学年が上がるにつれて学習で悩む生徒が増えている

ことに対する不安の声が上がりました。そこで、家

庭学習の支援も見据えて、「説明する」と「振り返る」

に焦点を当てた学び方の指導を取り入れていこう、

という話になりました。 

 
 このとき、私たちとしては、「説明する」ことや「振

り返る」ことが心理学的にみてなぜ効果的な学び方

であるのか、またこれらの学び方を生徒にどのよう

に伝えればよいのか、について先生方に知ってもら

う必要があると感じました。そこで、二つ目の学習

法講座ワークショップを実施しました（Slide 11）。 

まずは、深い理解を促す学習方法「説明する」「振り

返る」に関する心理学的な説明を行いました。ここ

では「説明する」ことに関するスライドの一部を挙

げています。例えば、理解の深さを心理的に捉えた

ときに、問題が解けたり、暗記したりするのはまだ

浅いレベルで、知らない人に分かるように説明でき

れば理解が深まっている状態であり、説明すること

で自分が分かったこと、分かっていないことに対す

る気付きが得られるという意味で、「メタ認知」を促

す方略でもあります。どのような説明をすればいい

のかというのは、1 回目の意味理解ワークショップ

とかなりつながっていて、「なぜ」「そもそも」を意

識したり、表や図を使って説明するといいのではな

いかということを伝えました。 

Slide 9 

Slide 10 
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その後、学び方を支援するという視点から、普段

の実践のあり方を振り返ってもらうためのグループ

ワークを行いました。例えば、現状の宿題やテスト

の出し方は、暗記や反復練習に偏った学び方を助長

するようなものになっていないか？生徒にどのよう

な声かけをしていったら良いか？といったことを先

生同士で議論されていました。 

 
先生方にとっては、心理学的にみた効果的な学習

方法について知るだけでなく、実際に生徒さんがこ

のような学び方に取り組めるよう指導をしていくこ

とも重要だと思います。これまで研究の文脈では、

学習方法を明示的に指導することを目的として、「学

習法講座」と呼ばれる実践が研究者主体で取り組ま

れてきました。ただし今回は、私たち院生が出張型

授業という形で学習法講座を実施するのではなく、

先生と一緒に講座を設計・実施したいという話をし

ました。これは、先生方に学び方指導の発想を知っ

ていただきたいということ、またこの学習法講座を

きっかけにして、その後の普段の実践に学び方指導

を取り入れていきたいという狙いがあったためです。

そこで、ワークショップでは、学習法講座そのもの

と、講座の設計原理を知ってもらうための時間も設

けました（Slide 12）。まず、私たちが実際に「説明す

る」をテーマにした学習法講座の一部を先生方に実

施し、体験してもらいました。 

 
 その後、学習法講座の設計原理の４つ（「導入」「説

明」「体験」「まとめ」）を共有しました。講座の設計

原理については、過去の研究で簡単にまとめられて

います。「導入」は、学習方法を学ぶ意義を生徒に伝

える段階です。例えば、心理学的なデモ実験を行っ

たり、普段の生活と結び付けたりして、学習方法を

学ぶ意義を伝えます。「説明」は、その講座で扱う学

習方法について説明する段階です。例えば、「説明す

る」という学習方法はどのような活動を指すのか、

なぜ「説明する」ことが効果的なのか、を生徒にわ

かりやすく説明します。「体験」というのは、実際に

生徒が自分で学習方法を使ってみるという段階です。

例えば、ある教科の題材についてペアで説明してみ

るということです。最後の「まとめ」は、さまざま

な形式が考えられますが、例えば、今回学んだ学習

方法を自分の学習にどのように活かせそうか考えて

もらう、などが挙げられます。 

このような設計原理を説明した後、先生方には自

分の教科で「説明する」学び方をテーマにした学習

法講座を設計してもらいました。しかし、先生方が

設計に苦戦している様子が見られました。例えば、

設計原理の２つめの「説明」部分では、本来であれ

ば「説明する」ことの有効性や具体的なやり方につ

いて伝えるのですが、先生方のワークシートを見て

みると、「てこの原理とは何か」「SVO の構造を理解

する」な教科内容の説明になってしまっている、と

いう事例がいくつか見られました。先生方にとって、

学習方法を明示的に教える、というイメージが掴み

Slide 11 

Slide 12 
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にくかったのかもしれません。 

 学習法講座ワークショップの後には、「説明する」

や「振り返る」という学び方を踏まえて、先生方の

普段の実践が生徒の学び方にどのような影響を与え

ているのかという議論も行われました（Slide 13）。例

えば、「テストで答えだけを求めていたら途中過程が

大事と思えない」「板書が多くなると知識の丸暗記を

助長しかねない」といった話題があがりました。 

 
 また、実際に新１年生に対して学習法講座を実施

しようという話になり、準備が始まりました。 

 

4.実践中期：教科横断的に学び方指導の在り方を考

える 

 2 つのワークショップ実施後、新 1 年生を対象に

した学習法講座を、院生と先生方との共同で設計・

実施することになりました（Slide 14）。「説明する＋

意味理解」と「振り返る＋失敗活用」というテーマ

で、2 回分の学習法講座になります。 

 

 ここで重要なのは、今までのような研究者主体の

出張型授業ではなく、教師も講座の設計と実施に関

わった点ではないかと思います。学習法講座の実施

にあたっては、先生方と事前に何度かやりとりを重

ねて講座内容を改良しました。また事後検討会では、

普段の授業との接続について議論しました。 

 今回は「説明する＋深い理解」をテーマにした学

習法講座について紹介します（Slide 15）。講座は総合

の時間に 2 コマ分使って実施しました。 

 
前半部分は、大学院生の私たちが、記憶に関する

心理学的なデモ実験の実施や、「深い理解」や「説明

する」について心理学的な視点から説明するもので

す(Slide16)。この部分の内容は、意味理解ワークショ

ップとほとんど同じものです。「なぜ」「そもそも」

というキーワードを使って「深い理解」について説

明し、今日学ぶ学習法は「説明する」というもので

あることを伝えました。これは講座の設計原理でい

う、「導入」「説明」にあたります。 

 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 
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後半部分は、生徒たちが実際の教科の題材で説明

してみる、というものです。ここは社会と数学の先

生が実施しました。例えば社会では、まず先生が「海

流とはそもそも何なのか」、「暖流はなぜ温かいのか、

寒流はなぜ冷たいのか」という仕組みについて説明

し、その後生徒たちが「そもそも」「なぜ」というキ

ーワードを使って同じことをペアで説明します。さ

らに発展的な課題として、「世界地図にあるア～エの

海流は暖流と寒流のどれか、理由も含めて説明しよ

う」という活動も行いました（Slide 17）。これらは設

計原理でいうと「体験」の部分にあたります。 

 
 実施後に書いてもらった生徒の感想を見ると、

「『なぜ』や『そもそも』を含めて説明することが大

事だと思いました」という意見が多く寄せられまし

た（Slide 18）。また、事後検討会では、講座を見学し

ていた先生方からも、「発問や自分の授業づくりの参

考になった」「教師自身の意識がどういう説明をさせ

るかという説明活動に向かないと、授業に活用でき

ないのではないか」といった意見をいただきました。

これらは意味理解ワークショップのときと似たよう

な議論ではありますが、その時よりも、普段の授業

に結び付けた具体的な話が出てきたのではないかと

思っています。 

 
 

5.後期：日々の授業で実践し、教師間で議論する 

 生徒向けの学習法講座の実施を経て、先生方から

普段の授業の中でも学び方指導を続けていかなけれ

ばならないという意見が多く出ました（Slide 19）。そ

こで、普段の授業の中でも「説明」や「振り返り」

を取り入れ、また家庭学習の学習方法としても促し

ていこうということになりました。また、2 学期以

降は、植阪先生がかかわっている授業改善プロジェ

クトも動いていました。この授業改善プロジェクト

でも、授業中に生徒たち自身が「説明」や「振り返

り」を行うことは重視されていたため、先生方も熱

心に取り組んでくださったという背景もあります。 

 
 この時期、私たち院生は月 1 回程度の授業見学と

生徒のデータ収集を継続しながら、その都度先生方

の悩みを聞いたり、生徒さんの様子を見たりして、

実践についての議論をするという形でかかわってい

ました。 

Slide 17 

Slide 18 

Slide 19 
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 では、授業中の実践例を紹介します。説明活動の

例としては、教師がその授業で学んでほしい大事な

ポイントを説明した後に、生徒にペアで説明させる、

ということが挙げられます（Slide 20）。例えば社会で

は、「オーストラリアのサンタクロースはなぜトナカ

イとソリではなくサーフィンに乗って来るのか」に

ついて、「地球・公転・地軸」のキーワードを使って

説明させています。英語では、「He is と She is の使い

方」「一人称・二人称・三人称の違い」について説明

させています。 

 
 こうした説明は、授業中だけでなく、家庭学習の

復習でも自分で説明してみるように促されています。

さらに、先生によっては、説明の質向上のための工

夫もなされていました。例えば、「なぜ」「そもそも」

の要素が含まれているかを確認してからペア説明を

促したり、あまり良くない説明をしている生徒を先

生が演じて、良くない理由や改善案を考えさせたり、

という工夫です。 

 次に、振り返り活動の例としては、授業の最後に

振り返りの時間を設けるということに加えて、定期

テスト後に教科共通で誤答レポートの取り組み方を

指導する、ということが挙げられます。生徒が取り

組んだ誤答レポートの例を紹介します。社会では、

「摂政とはどんな役職か」という説明問題で間違え

た生徒が、「テストの時の私の脳：『摂政は天皇が幼

い時、関白は女性の時、と覚えたから完璧！』（左下

部の吹き出し）」「関白を作ったのは藤原氏！聖徳太

子のときは摂政しかなかった！！」「聖徳太子の時に

あったのは折衝のみで、役割は天皇が幼い時や女性

の時にかわりになること」という振り返りを記述し

ています。自分がテストで間違えてしまった理由に

加えて、時代に応じて摂政の意味が変わっているこ

とを自分の言葉でまとめています（Slide 21）。数学の

例では、文字式の分数の計算を間違えた生徒が、「通

分がポイント！（分母にかけた数を）その数を分子

かける。順番を入れかえる。分母の６はとらずに計

算する。」と、計算の過程のポイントを自分の言葉で

まとめています（Slide 22）。さらに、振り返りの質向

上のための支援として、生徒の「良い振り返り」を

全員に共有して、なぜ良いのかというフィードバッ

クを行ったとの報告もありました。ただし、このよ

うな追加の支援については、各教科の先生によって

ばらつきがあったようです。 

 

 

 

6.教師にどのような変化が見られたか 

 最後に、約 1 年間の実践を通して、先生方にどの

Slide 20 

Slide 21 

Slide 22 
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ような変化が見られたのかについて、学年末に実施

したグループインタビューをもとにまとめました。

まず大きな成果と思われるのが、「深い理解」の重要

性について、先生自身の言葉で語られたということ

です（Slide 23）。例えば、「今までは（授業中に）何

かを説明させていたけど、それが意味理解だったの

かというと少し疑問があるところを、今は『意味理

解をやっているな』という感じの心境で授業をする

ようになった」という発言がありました。 

 
 また、学び方指導への意識や具体的な行動の変化

についても語られました。例えば、「今までは（学習

方法を）教えられていなかったけど、『どうやって勉

強したらいいですか』という問いに対する答えを意

識して生徒に伝えられるようになった」という発言

や、「（学習法講座実施後の）授業中やテスト後のメ

ンテナンスをどうするかをかなり重視した。そうで

なければまたすぐに戻ってしまうこともある。」とい

う発言がありました。このように、学習法講座単発

の実施だけでなく、普段の授業の中でも学習方法を

継続的に指導していかないと、生徒の変化は見られ

ないということを実感されている様子が分かります

（Slide 24）。 

 
 実際に先生自身は生徒の変化を何かしら感じられ

ているようで、「2 学期の後半ぐらいから生徒のマイ

ンドが変わってきている感じがする」という発言が

ありました（Slide 25）。ただし、「授業中は（先生に）

言われた通りやるのだけど、（家庭学習で取り組むか

どうかの）その差は少しあるので、そこが来年度の

課題ではないか」と、生徒のばらつきが大きいこと

に対して課題を感じている、うまくできている生徒

とできていない生徒の差を縮めたいという今後の展

望も語られました。 

 
 最後は、教師自身に関する話題で、教科横断的に

議論することの重要性に関する意見が複数出ました

（Slide 26）。例えば、「他の教科の指導案を見て自分

の教科に生かせるし、他の教科の視点でアドバイス

をもらえたりするので、こういう文化はこれからの

学校でかなり重要な気がする」という意見などです。

教科の異なる先生同士で議論する場を設けることは、

実践を通して重視してきたことです。ただし、自分

Slide 23 

Slide 24 

Slide 25 
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の授業で積極的に取り組む先生とそうでない先生の

ばらつきが見られたこともあり、中心的に実践を進

めてきた先生方からは、「われわれがやってきたこの

1 年間の意味理解をきちんと授業に取り入れていく

ことを、他の先生にももう少し浸透させたい」と、

来年度以降の展望も語られました。 

 
 ここまでの話は、実践に中心的にかかわった 3、4

人の先生方の意見ですが、なぜこのような変化が見

られたのかを考えると、一つは目指したい生徒のゴ

ールイメージが教師間で十分に共有されていたから

ではないかと考えています（Slide 27）。ワークショッ

プの実施やその後に議論を積み重ねたことで、教科

にかかわらず、意味理解の視点（「なぜ」「そもそも」）

を重視しながら、説明したり振り返ったりする生徒

の具体的なイメージが共有されていました。また、

他の教科の指導案を検討したり、先生方が授業を見

合ったりする場が、この学校では日常的に設けられ

ていたという環境要因も大きかったのではないかと

思っています。 

 なお、私たち院生の役割は、特に初期から中期に

かけて大きかったのではないかと考えています。心

理学的知識に即して、深い理解や学習法とは何かを

伝えることに加えて、それらの知識を日常的に先生

方が行っている実践と結び付けるための手助けをす

る役割を果たしていたのではないかと思います。中

期から後期にかけては、先生方主導で実践が進んで

いきましたが、この時期は中心的に動いていた先生

2 名の役割が大きかったと思っています。その先生

方が中心となって教員向けの研修会を実施しており、

異なる教科の教員同士で議論する場を定期的に設け

ていました。これは、植阪先生が中心的にかかわっ

ていた授業改善プロジェクトの影響も大きく受けて

いると思います。 

 
 

7.まとめと今後の展望 

 学校現場で学習方法を指導するという実践の提案

は、国内の先行研究を調べても少ないと感じていま

す（Slide 28）。学校現場でこのような実践を進めてい

くためには、まずは教師自身が学習方法やその指導

法に関する知識をまず身に付ける必要があると思っ

ています。研究でいえば、学習方法の指導という視

点では、教師の専門性発達をどのようにして支援で

きるのかを検討していくことが求められると思いま

す。また、今回は先生の変化に焦点を当てましたが、

中長期的に見て生徒にどのような変化が見られたの

かを分析することも必要です。 

 

Slide 26 

Slide 27 

Slide 28 
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 最後に、高大接続とのつながりに関して、簡単に

述べます。自己調整やメタ認知に関わるスキルの育

成は、高等教育でも重要とされています。今回の実

践は中学校での事例になりますが、高等教育への準

備として、中等教育でも自己調整やメタ認知スキル

の育成を目指した支援は十分に可能だと思います。

また今回の実践で一つのポイントとして出てきた、

目指す生徒像や指導のあり方について、異なる教師

同士で、つまり教科横断的に議論するということは、

教科担任制の高校以降にも適用できますし、カリキ

ュラムマネジメントの視点からも重要ではないかと

考えています。 
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